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は
じ
め
に

0赤
松
則
良
日
記
・
書
簡
が
伝
え
る
茶
園
開
拓

②

林
洞
海
「茶
農
漫
録
」
に
み
る
茶
園
経
営

お
わ
り
に

［論
文
要

旨
］

　明
治
維
新
後
、
禄
を
失
い
生
計
の
道
を
絶
た
れ
窮
乏
化
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
士
族
に
よ
っ
て
各
地
　
　
　
　
以
降
遠
州
で
の
開
拓
・
茶
園
経
営
に
、
あ
え
て
自
ら
の
資
産
を
投
入
し
た
。

で

入植
・
開
墾
が
行
わ
れ
た
。
わ
ず
か
七
十
万
石
に
圧
縮
さ
れ
た
静
岡
藩
で
は
、
膨
大
な
数
の
旧
旗
　
　
　
　
洋
学
知
識
や
洋
行
経
験
を
有
し
て
い
た
彼
ら
は
、
土
質
や
害
虫
を
研
究
し
、
先
進
地
の
製
茶
法
を

本
・
御
家
人
を
無
禄
移
住
と
い
う
形
で
受
け
入
れ
た
た
め
、
立
藩
当
初
か
ら
家
臣
団
の
土
着
が
進
め
　
　
　
　
導
入
し
た
り
、
ア
メ
リ
カ
へ
の
直
輸
出
を
図
っ
た
り
と
、
科
学
や
情
報
に
よ
っ
て
地
場
産
業
を
改
良

ら
れ
、
荒
蕪
地
の
開
墾
が
奨
励
さ
れ
た
。
廃
藩
後
は
県
に
よ
る
支
援
も
行
わ
れ
、
士
族
授
産
事
業
が
　
　
　
　
す
る
役
割
を
果
た
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
行
動
は
、
苦
し
い
藩
財
政
を
助
け
た
り
、
国
益
を
目
指
し

推
進
さ
れ
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
り
と
い
っ
た
「
公
」
を
意
識
し
た
動
機
の
み
に
よ
る
も
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
個
人
の
営
利
・
蓄

　し
か
し
、
同
時
期
、
藩
や
県
か
ら
の
経
済
的
援
助
を
受
け
る
こ
と
な
く
、
独
力
で
茶
園
の
開
拓
に
　
　
　
　
財
を
目
的
と
し
た
私
的
経
済
活
動
と
し
て
の
側
面
が
大
き
か
っ
た
。

取り
組
ん
だ
少
数
の
旧
幕
臣
グ
ル
ー
プ
が
い
た
。
赤
松
則
良
・
林
洞
海
・
渡
部
温
・
藤
沢
次
謙
・
矢
　
　
　
　
　
廃
藩
に
前
後
し
て
上
京
、
優
れ
た
能
力
を
買
わ
れ
一
旦
は
明
治
政
府
に
出
仕
し
た
彼
ら
で
あ
る
が
、

田
堀
鴻
ら
で
あ
る
。
矢
田
堀
・
赤
松
は
長
崎
海
軍
伝
習
所
出
身
の
幕
府
海
軍
幹
部
・
エ
リ
ー
ト
士
官
、
　
　
　
遠
州
の
茶
園
は
そ
の
ま
ま
維
持
さ
れ
た
。
海
軍
中
将
・
男
爵
と
な
っ
た
赤
松
は
退
役
後
に
は
遠
州
に

林
は
佐
倉
順
天
堂
ゆ
か
り
の
蘭
方
医
、
渡
部
は
開
成
所
で
教
鞭
を
と
っ
た
英
学
者
、
藤
沢
は
蘭
学
一
　
　
　
　
隠
棲
し
、
明
治
初
年
以
来
の
念
願
だ
っ
た
田
園
生
活
を
楽
し
む
。
茶
園
開
拓
を
め
ぐ
る
赤
松
ら
の
言

家
桂川
家
に
生
ま
れ
た
幕
府
陸
軍
の
幹
部
で
あ
っ
た
が
、
い
ず
れ
も
静
岡
藩
で
は
沼
津
兵
学
校
や
沼
　
　
　
　
動
か
ら
は
、
官
に
あ
る
か
野
に
あ
る
か
を
問
わ
ず
、
コ
身
独
立
」
を
率
先
実
行
し
た
近
代
的
人
間
像

津
病院
に
職
を
奉
じ
て
い
た
。
藩
の
公
職
に
就
い
た
彼
ら
に
は
、
無
禄
移
住
者
と
は
違
い
、
「
食
う
た
　
　
　
　
が
見
え
て
く
る
。

め
」
に
は
困
ら
な
い
だ
け
の
十
分
な
俸
給
が
与
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
が
、
明
治
二
年
（
一
八
六
九
）

0
3
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は
じ
め
に

　
本
稿
は
、
維
新
後
静
岡
に
移
住
し
た
洋
学
系
の
旧
幕
臣
の
動
向
に
つ
い
て
、
茶
園

の

開
拓
・
経
営
と
い
う
具
体
的
な
事
実
を
通
じ
て
明
ら
か
に
す
る
も
の
で
あ
る
。
維

新
後
の
旧
幕
臣
の
思
想
・
行
動
に
つ
い
て
は
、
そ
の
敗
者
の
立
場
か
ら
の
ア
イ
デ
ン

テ

ィ
テ
ィ
の
確
立
に
注
目
し
、
市
民
社
会
成
立
へ
の
影
響
を
重
視
す
る
思
想
史
的
論

　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

究
が

な
さ
れ
て
い
る
。
筆
者
も
同
様
の
視
点
を
持
つ
も
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
ら
の
指

摘

を
よ
り
確
か
な
も
の
と
す
る
に
は
、
さ
ら
に
詳
細
な
事
実
を
積
み
上
げ
る
こ
と
が

必
要
で

あ
る
と
の
立
場
か
ら
本
稿
を
用
意
し
た
。
こ
れ
ま
で
あ
ま
り
使
用
さ
れ
た
こ

と
の
な
か
っ
た
史
料
に
基
づ
き
、
具
体
的
な
事
例
を
提
示
し
て
み
た
い
。
そ
の
作
業

か

ら
見
え
て
く
る
結
論
に
つ
い
て
は
最
後
に
言
及
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

　
使

用
し
た
主
な
史
料
は
、
赤
松
則
良
関
係
文
書
（
国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
）
中
の

日
記
・
書
簡
、
林
洞
海
「
茶
農
漫
録
」
（
沼
津
市
明
治
史
料
館
他
所
蔵
）
で
あ
る
。
赤

松
・
林
と
も
洋
学
系
の
旧
幕
臣
と
し
て
名
前
・
経
歴
が
知
ら
れ
、
関
連
す
る
文
献
も

少
な
く
な
い
が
、
今
回
使
用
し
た
史
料
と
そ
れ
が
伝
え
る
静
岡
で
の
茶
園
開
拓
の
事

実
は
あ
ま
り
言
及
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
彼
ら
の
経
歴
上
取
る
に
足
ら
な
い

こ
と
と
判
断
さ
れ
た
か
ら
か
も
し
れ
な
い
。
ま
た
、
静
岡
県
の
茶
業
史
上
に
お
い
て

も
彼
ら
の
事
蹟
は
ほ
と
ん
ど
位
置
づ
け
ら
れ
て
お
ら
ず
、
地
域
産
業
史
の
面
で
も
見

落
と
さ
れ
て
い
た
と
い
え
る
。
し
か
し
、
当
該
の
一
連
の
史
料
か
ら
は
、
分
野
を
越

え
て
、
明
治
を
生
き
た
旧
幕
臣
の
あ
る
一
面
が
よ
く
見
え
る
の
で
あ
る
。
以
下
、
史

料
に
即
し
て
述
べ
る
と
と
も
に
、
若
干
の
考
察
を
加
え
て
い
き
た
い
。

　
旧
幕
臣
の
遠
江
国
で
の
茶
園
開
拓
に
関
し
て
は
、
中
条
景
昭
ら
新
番
組
に
よ
る
牧

之
原
で
の

そ
れ
が
よ
く
知
ら
れ
て
お
り
、
武
骨
な
剣
客
た
ち
が
刀
を
鍬
や
鋤
に
持
ち

替
え
開
墾
に
従
事
し
た
と
い
う
事
実
は
、
維
新
の
敗
北
者
と
な
っ
た
静
岡
藩
・
徳
川

家
家
臣
団
の
悲
哀
を
表
す
情
景
と
し
て
定
番
と
な
っ
て
い
る
。
俸
禄
を
支
給
で
き
な

い

ほ
ど
膨
大
な
人
数
の
旧
旗
本
・
御
家
人
を
抱
え
七
十
万
石
に
押
し
込
め
ら
れ
た
静

岡
藩
に
と
っ
て
、
家
臣
た
ち
に
自
給
自
足
を
促
す
こ
と
は
必
然
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に

藩
と
い
う
後
ろ
盾
を
失
っ
た
明
治
四
年
（
一
八
七
一
）
の
廃
藩
以
後
も
、
政
府
の
授

産
政
策
の
下
、
土
着
・
帰
農
し
た
士
族
は
開
墾
事
業
を
続
け
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
そ
れ
と
は
全
く
別
の
発
想
と
動
機
に
よ
り
、
茶
園
開
拓
を
試
み
た
旧

幕
臣
が
い
た
。
そ
れ
が
赤
松
・
林
ら
の
洋
学
系
知
識
人
で
あ
る
。
名
前
と
明
治
二
年

時
点
で
の
役
職
名
を
示
せ
ば
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
赤
松
則
良
（
大
三
郎
、
一
八

四

二
～
一
九
二
〇
、
沼
津
兵
学
校
一
等
教
授
）
、
林
洞
海
（
梅
仙
、
一
八
一
三
～
九
五
、

沼
津
病
院
重
立
取
扱
）
、
渡
部
温
（
一
郎
、
一
八
三
七
～
九
八
、
沼
津
兵
学
校
一
等
教

授
並
）
、
藤
沢
次
謙
（
長
太
郎
、
一
八
三
五
～
八
一
、
少
参
事
・
軍
事
掛
）
、
矢
田
堀

鴻
（
帰
六
、
一
八
二
九
～
八
七
、
権
少
参
事
・
軍
事
掛
）
。
い
ず
れ
も
旧
幕
時
代
に
蘭

学
・
洋
学
を
学
び
、
静
岡
藩
で
は
沼
津
兵
学
校
・
沼
津
病
院
に
勤
務
し
て
い
た
人
々

で

あ
る
。
彼
ら
は
知
識
や
人
脈
、
そ
し
て
財
力
を
フ
ル
に
活
か
し
、
移
住
地
で
あ
る

駿

河
・
遠
江
で
の
新
生
活
を
切
り
開
こ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
藩
に
と
っ

て

必
要

と
さ
れ
な
か
っ
た
多
く
の
無
禄
移
住
者
、
す
な
わ
ち
無
役
の
藩
士
ら
と
は
全

く
違
う
立
場
か
ら
す
る
行
動
で
あ
る
。
い
わ
ば
失
業
者
対
策
と
し
て
藩
の
配
慮
の
下
、

荒
蕪
地
に
集
団
的
に
入
植
し
た
者
た
ち
と
、
気
の
合
う
少
数
の
仲
間
が
資
金
を
出
し

合
い
自
主
的
に
開
墾
を
計
画
し
た
赤
松
ら
の
事
例
と
は
、
同
じ
旧
幕
臣
と
は
い
え
、

そ
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
に
は
雲
泥
の
差
が
あ
っ
た
。

0
赤
松
則
良
日
記
・
書
簡
が
伝
え
る
茶
園
開
拓

　
そ

も
そ
も
、
赤
松
ら
が
茶
園
の
開
拓
を
思
い
立
っ
た
の
は
明
治
二
年
（
一
八
六
九
）

夏
頃
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
赤
松
の
日
記
中
、
明
治
二
年
六
月
十
五
日
、
石
津
村

（現
焼
津
市
）
寄
留
の
親
戚
宮
崎
（
泰
道
）
を
訪
ね
、
「
茶
園
開
拓
之
義
」
を
相
談
、

適

当
な
地
所
を
捜
す
た
め
遠
州
に
ま
で
足
を
伸
ば
し
、
岩
井
原
を
見
分
、
十
九
日
に

静
岡
に
も
ど
る
ま
で
見
付
宿
（
現
磐
田
市
）
に
滞
在
し
た
と
い
う
記
述
が
あ
る
。
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
り

の

時
、
赤
松
は
岩
井
原
を
適
地
で
あ
る
と
決
定
し
た
よ
う
で
あ
る
。
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ま
た
、
同
年
夏
、
当
時
沼
津
兵
学
校
教
授
と
し
て
赤
松
と
同
僚
で
あ
っ
た
渡
部
温

は
、
兵
学
校
資
業
生
大
川
通
久
に
対
し
、
教
授
連
中
が
共
同
し
て
愛
鷹
山
の
「
芝
地
」

を
拝
借
し
て
開
墾
し
、
「
茶
井
二
桑
杯
植
付
」
し
よ
う
と
い
う
目
論
見
が
あ
る
と
伝
え

て

い

る
。
渡
部
は
大
川
の
父
が
農
業
や
職
人
の
扱
い
に
通
じ
て
い
る
こ
と
を
知
り
、

是
非
仲
間
に
加
わ
っ
て
ほ
し
い
と
頼
ん
だ
よ
う
だ
。
現
在
の
よ
う
な
状
況
下
で
は
、

無
駄
に
金
銭
を
費
や
す
よ
り
も
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
に
資
金
を
つ
ぎ
込
む
こ
と
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ヨ
リ

「
国
益
」
に
つ
な
が
る
の
で
あ
る
と
、
渡
部
は
述
べ
た
と
い
う
。
渡
部
発
言
は
駿
河
国

駿
東
郡
の
愛
鷹
山
（
現
沼
津
市
）
で
の
開
墾
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
時
期
的
に
い
っ

て

も
赤
松
の
計
画
と
同
じ
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。
場
所
探
し
が
別
々
に
進
め
ら

れ
て
い
た
可
能
性
も
あ
る
が
、
兵
学
校
教
授
の
有
志
が
共
同
で
取
り
組
む
と
い
う
開

墾
計
画

と
し
て
は
同
一
の
も
の
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
結
果
的
に
愛
鷹
山
は
採
用
さ

れ
ず
、
遠
州
に
決
ま
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
ち
な
み
に
、
赤
松
が
「
遠
州
見
付
に
近
い
磐
田
原
の
払
下
げ
を
受
け
移
住
士
族
の

た

め

開
墾
に
着
手
さ
せ
よ
う
と
」
、
「
叔
父
宮
崎
鷹
之
進
泰
道
共
々
見
付
へ
移
る
こ
と

に

し
た
」
の
は
明
治
元
年
段
階
で
あ
り
、
兵
学
校
の
教
授
に
招
か
れ
た
た
め
移
住
地

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

を
沼
津
に
変
更
し
た
の
だ
と
す
る
文
献
が
あ
る
が
、
残
さ
れ
た
文
書
資
料
か
ら
判
断

す

る
限
り
、
彼
が
見
付
在
で
の
開
墾
と
定
住
を
思
い
立
っ
た
の
は
、
翌
二
年
に
な
っ

て

か

ら
と
考
え
た
ほ
う
が
よ
さ
そ
う
で
あ
る
。

　
赤
松
ら
の
計
画
が
、
「
移
住
士
族
の
た
め
」
と
い
う
目
的
だ
っ
た
と
す
る
な
ら
ば
、

決

し
て
私
的
な
行
為
だ
っ
た
と
は
い
え
な
い
が
、
後
述
す
る
通
り
、
実
際
は
、
将
来

に
わ
た
る
自
ら
の
経
済
的
基
盤
づ
く
り
の
一
貫
と
し
て
、
個
人
的
に
開
墾
計
画
を
進

め

た
と
い
う
の
が
本
当
ら
し
い
。
も
ち
ろ
ん
、
窮
乏
す
る
藩
財
政
を
幾
分
で
も
救
い
、

「
国
益
」
の
一
端
に
も
な
る
と
い
う
動
機
も
存
在
し
た
と
は
思
う
が
、
あ
く
ま
で
藩
の

政
策
と
は
一
線
を
画
し
た
、
個
人
資
産
を
運
用
し
て
の
自
発
的
行
動
で
あ
っ
た
。

　
さ
て
、
赤
松
は
遠
州
か
ら
沼
津
へ
の
帰
路
も
適
地
を
物
色
し
て
い
た
ら
し
く
、
興

津
（
現
静
岡
市
）
辺
を
見
分
し
た
が
「
別
段
着
眼
之
地
所
」
も
見
当
た
ら
ず
、
先
に

相
談
し
た
通
り
、
見
付
宿
の
手
前
三
ケ
野
村
の
東
方
に
か
か
る
山
手
の
原
に
決
定
し

た

い

の

で
、
四
〇
〇
か
五
〇
〇
両
で
土
地
を
買
い
取
り
、
日
雇
い
の
百
姓
を
使
っ
て

開
発
を
始
あ
た
い
、
つ
い
て
は
同
地
に
引
き
移
り
「
万
事
御
配
慮
」
を
願
い
た
い
と
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
　

七
月
十
九
日
付
で
叔
父
宮
崎
泰
道
に
書
信
を
送
っ
た
。
こ
の
書
簡
に
は
、
「
塩
製
之
一

条
も
元
来
大
金
必
用
之
上
、
利
分
之
処
掟
と
前
見
無
之
義
二
付
、
先
ツ
差
当
り
取
掛

り
可
申
訳
二
者
不
相
成
」
云
々
と
も
あ
り
、
製
塩
事
業
も
計
画
し
よ
う
と
し
て
い
た

こ
と
が
う
か
が
え
る
。
ま
た
、
開
墾
地
決
定
に
つ
い
て
「
土
着
之
一
条
」
と
い
う
言

い

方

を
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
叔
父
宮
崎
氏
の
土
着
を
意
味
し
て
い
る
と
も
受
け
取

れ

る
が
、
赤
松
自
身
に
も
土
着
の
意
図
が
あ
っ
た
と
解
釈
す
べ
き
か
も
し
れ
な
い
。

新
知
識

を
携
え
オ
ラ
ン
ダ
留
学
か
ら
帰
国
し
た
ば
か
り
の
赤
松
で
あ
る
が
、
あ
え
て

世

に
出
る
こ
と
な
く
田
舎
に
引
っ
込
も
う
と
い
う
気
持
ち
が
強
か
っ
た
と
想
像
で
き

る
。
沼
津
兵
学
校
で
教
鞭
を
と
る
こ
と
す
ら
、
土
着
す
る
ま
で
の
モ
ラ
ト
リ
ア
ム
だ
っ

た

と
い
え
る
。
兵
学
校
は
、
す
で
に
掟
書
も
整
え
ら
れ
、
最
初
の
資
業
生
採
用
試
験

も
行
わ
れ
、
運
営
は
軌
道
に
乗
り
始
め
て
い
た
。
赤
松
は
叔
父
に
準
備
を
依
頼
し
、

や
が

て
沼
津
を
離
れ
自
ら
も
開
墾
地
に
土
着
す
る
つ
も
り
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　
八
月
五
日
、
赤
松
は
宮
崎
を
沼
津
に
呼
び
寄
せ
、
「
見
附
之
在
岩
井
村
三
ケ
野
」
の

開
拓
を
決
定
し
た
旨
を
伝
え
た
。
宮
崎
は
、
中
泉
奉
行
前
島
密
（
来
助
）
宛
の
依
頼

書
と
金
五
十
両
を
渡
さ
れ
七
日
に
沼
津
を
発
っ
た
。
九
月
五
日
に
は
再
び
宮
崎
が
沼

津
の
赤
松
を
訪
れ
、
先
月
中
泉
奉
行
前
島
密
・
同
添
奉
行
淵
辺
徳
蔵
に
相
談
し
岩
井

原
を
見
分
し
、
入
会
秣
場
約
二
八
八
〇
〇
坪
の
開
拓
に
つ
い
て
故
障
が
な
い
こ
と
を

確

認
、
さ
ら
に
そ
の
地
に
添
っ
た
御
林
跡
約
四
三
二
〇
〇
坪
の
拝
領
に
つ
い
て
も
願

い

出
る
こ
と
に
し
た
こ
と
を
伝
え
た
。
願
い
が
許
可
さ
れ
れ
ば
宮
崎
は
た
だ
ち
に
見

付
在
に
移
住
、
開
拓
の
指
図
を
す
る
つ
も
り
と
の
こ
と
。
宮
崎
の
話
を
受
け
赤
松
は
、

近

く
静
岡
へ
出
向
く
服
部
綾
雄
（
常
純
、
静
岡
藩
権
大
参
事
・
軍
事
掛
）
に
以
下
の

よ
う
な
藩
庁
あ
て
願
書
を
託
す
こ
と
に
し
た
。

　
　
謹
而
奉
願
候
、
遠
州
見
附
在
岩
井
村
御
林
跡
先
達
焼
失
之
跡
凡
三
万
五
千
坪
拝

　
　
領
仕
度
奉
存
候
、
右
御
許
容
相
成
候
ハ
・
近
村
之
農
民
を
雇
ひ
其
等
一
手
を
以

　
　
て

開
発
い
た
し
七
ケ
年
之
後
功
成
等
有
之
候
様
相
成
候
ハ
・
其
地
相
応
之
諸
税
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可
相
納
候
、
開
拓
之
義
二
付
而
者
開
業
方
前
島
密
江
委
細
相
談
可
仕
候
、
依
之
前

　
　
書
之
地
所
被
下
置
候
様
仕
度
、
此
段
奉
願
候
、
以
上

　
　
　
巳
九
月
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
赤
松
大
三
郎
印

　
十
一
月
四
日
に
は
、
静
岡
（
た
ぶ
ん
藩
庁
担
当
者
）
か
ら
赤
松
あ
て
に
書
状
が
届

き
、
岩
井
村
に
は
御
林
は
存
在
し
な
い
は
ず
で
あ
り
、
開
拓
希
望
地
が
ど
の
場
所
を

指

し
て
い
る
の
か
不
明
確
な
の
で
、
再
調
査
の
上
願
書
を
提
出
し
直
せ
と
の
こ
と
だ
っ

〔
7
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⌒
8
）

た
。
同
月
十
六
日
付
の
宮
崎
宛
の
書
簡
で
赤
松
は
、
そ
の
一
件
に
つ
い
て
藩
庁
が
あ

ま
り
う
る
さ
い
こ
と
を
言
う
の
で
「
少
々
勘
気
二
さ
わ
り
申
候
」
と
書
き
、
腹
を
立

て

た
こ
と
が
わ
か
る
。
宮
崎
に
は
、
願
い
出
た
岩
井
村
の
土
地
が
元
御
林
の
秣
場
で

あ
る
こ
と
に
間
違
い
な
く
、
ま
た
「
綾
雄
殿
泉
之
殿
よ
り
篤
と
御
含
有
之
事
」
な
の

で
、
い
ず
れ
許
可
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
か
ら
、
同
地
へ
引
き
移
っ
た
な
ら
ば
早
々
に

「
拝
領
願
中
」
の
傍
示
杭
を
立
て
て
開
発
に
取
り
掛
か
れ
ば
よ
い
と
指
示
し
て
い
る
。

沼
津
兵
学
校
一
等
教
授
た
る
自
分
の
願
い
出
で
あ
り
、
服
部
綾
雄
．
織
田
泉
之
（
と

も
に
権
大
参
事
）
と
い
っ
た
藩
の
重
役
の
後
ろ
盾
も
あ
り
、
不
許
可
と
な
る
は
ず
も

な
い
だ
ろ
う
と
、
強
気
で
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
　

　
翌
十
二
月
十
九
日
付
の
赤
松
書
簡
で
は
、
に
わ
か
に
政
府
に
よ
る
上
京
命
令
に
応

じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
た
め
、
遠
州
で
の
実
地
見
分
を
し
て
い
る
暇
が
な
い

が
、
「
例
之
御
申
越
し
有
之
候
地
所
」
を
買
い
整
え
た
い
の
で
、
す
べ
て
を
委
任
す
る

の

で

よ
ろ
し
く
頼
む
と
宮
崎
に
宛
て
て
い
る
。
必
要
な
金
子
は
持
参
す
る
つ
も
り
で

あ
っ
た
が
、
上
京
の
都
合
が
あ
る
た
め
沼
津
ま
で
取
り
に
来
て
ほ
し
い
と
の
こ
と
だ
っ

た
。
こ
の
手
紙
で
は
、
買
収
す
る
土
地
の
樹
木
を
伐
採
す
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
、

「
後
来
宅
地
之
都
合
二
も
宜
し
」
い
の
で
そ
の
ま
ま
に
し
て
お
い
て
も
よ
い
と
述
べ
て

い

る
が
、
や
は
り
赤
松
に
は
自
身
が
遠
州
に
住
む
つ
も
り
が
あ
っ
た
よ
う
に
受
け
取

れ

る
。
沼
津
兵
学
校
の
仕
事
と
明
治
政
府
の
勧
誘
と
の
板
挟
み
に
な
り
な
が
ら
、
本

人
は

そ

の

ど
ち
ら
で
も
な
い
自
分
の
道
を
思
い
描
い
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
明
け
て
明
治
三
年
（
一
八
七
〇
）
一
月
二
日
、
沼
津
の
赤
松
を
遠
州
か
ら
宮
崎
が

訪

れ
、
田
地
購
入
金
と
し
て
二
五
〇
両
が
手
渡
さ
れ
た
。
結
局
赤
松
の
上
京
は
延
び

て

い

た

の

で
、
二
人
は
対
面
で
き
た
よ
う
だ
。
九
日
に
宮
崎
は
帰
る
が
、
そ
れ
ま
で

赤
松
宅
で
預
か
っ
て
い
た
宮
崎
の
荷
物
は
、
見
付
宿
で
の
住
居
が
定
ま
っ
た
の
で
船

回
し
に
し
て
送
る
こ
と
に
し
た
。

　
二
月
四
日
、
赤
松
に
対
し
静
岡
の
藩
庁
を
通
じ
て
政
府
弁
官
よ
り
の
命
令
が
達
せ

ら
れ
た
。
沼
津
か
ら
静
岡
へ
出
頭
し
藩
知
事
に
拝
謁
し
た
後
、
十
八
日
に
は
片
山
雄

八
郎

と
と
も
に
遠
州
へ
向
か
い
、
翌
日
見
付
に
着
い
た
。
二
十
日
に
大
久
保
村
の
御

林
を
見
分
の
上
、
受
け
取
っ
た
。
ま
た
宮
崎
の
案
内
で
岩
井
村
開
拓
地
を
見
分
、
す

で
に

二
町
歩
ほ

ど
掘
り
返
し
て
い
る
状
況
を
確
認
し
た
。
二
十
二
日
に
帰
路
に
着
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

ま
で
、
中
泉
の
淵
辺
徳
蔵
・
山
村
惣
三
郎
ら
の
宅
を
訪
問
し
て
い
る
。

　
赤
松
は
こ
の
時
点
で
、
単
独
で
の
岩
井
村
開
墾
地
の
進
捗
状
況
を
確
認
す
る
と
と

も
に
、
複
数
の
仲
間
と
と
も
に
開
墾
に
取
り
組
む
こ
と
に
な
っ
た
大
久
保
村
の
用
地

の

受

け
取
り
を
完
了
し
た
の
で
あ
る
。
同
行
し
た
片
山
雄
八
郎
は
、
沼
津
駐
在
の
軍

事
俗
務
方
頭
取
、
す
な
わ
ち
兵
学
校
管
理
部
門
の
幹
部
で
あ
り
、
開
拓
仲
間
の
一
員

　
　
　
　
　
　
（
1
1
）

で

あ
っ
た
ら
し
い
。
大
久
保
村
御
林
の
開
拓
仲
間
に
ど
の
よ
う
な
人
々
が
加
わ
っ
て

い

た
の
か
、
そ
の
全
氏
名
は
わ
か
ら
な
い
が
、
阿
部
潜
・
江
原
素
六
・
矢
田
堀
鴻
の

三
人
に

宛
て
た

三
年
二
月
二
日
付
の
藤
沢
次
謙
書
簡
に
、
「
大
久
保
村
開
拓
連
中
名
面

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）

至
極
人
数
程
能
様
二
被
改
申
候
様
」
と
あ
り
、
決
し
て
多
く
な
い
人
数
に
ま
と
ま
っ

た
ら
し
い
こ
と
が
わ
か
る
。
当
然
、
阿
部
・
江
原
・
矢
田
堀
も
仲
間
だ
っ
た
と
思
わ

れ
、
こ
の
計
画
が
軍
事
掛
幹
部
と
兵
学
校
教
授
陣
と
い
う
沼
津
在
住
グ
ル
ー
プ
に
よ
っ

て

進
め

ら
れ
た
こ
と
も
う
か
が
え
る
。

　
三
月
に
入
る
と
赤
松
は
上
京
し
兵
部
省
出
仕
（
兼
集
議
院
御
用
掛
）
を
命
じ
ら
れ

た
。
ち
な
み
に
遠
州
で
の
開
拓
仲
間
に
加
わ
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
林
洞
海
も
、
沼

津
病
院
重
立
取
扱
（
副
院
長
）
を
辞
し
五
月
に
上
京
、
大
学
中
博
士
に
任
じ
ら
れ
て

い

る
。
東
京
で
は
、
兵
部
省
以
外
の
希
望
の
勤
務
先
を
め
ぐ
り
、
大
学
か
民
部
省
か

と
い
っ
た
や
り
と
り
が
、
大
久
保
利
通
ら
と
の
間
で
続
い
た
。
し
か
し
、
赤
松
は
遠

州
で
の
開
拓
事
業
を
断
念
す
る
つ
も
り
は
な
く
予
定
通
り
に
進
め
よ
う
と
し
た
。
六

月
、
い
っ
た
ん
沼
津
に
も
ど
り
、
遠
州
か
ら
宮
崎
を
呼
び
寄
せ
た
。
事
前
に
東
京
か
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・樋ロ雄彦［旧幕臣洋学系知識人の茶園開拓］

　
　
　
　
　
（
1
3
）

ら
送
っ
た
手
紙
で
は
、
「
其
後
御
無
音
相
過
候
得
共
、
其
地
之
事
件
心
頭
二
不
懸
二
者

無

之
、
何
分
寸
暇
な
く
真
平
御
免
」
と
、
開
拓
の
こ
と
が
気
に
か
か
ら
な
い
わ
け
で

は
な
い
が
上
京
の
た
め
忙
殺
さ
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
こ
と
を
謝
っ
て
い
る
。
宮
崎
へ

は
、
「
荷
物
等
片
付
方
井
遠
州
地
江
廻
し
方
」
を
依
頼
し
て
お
り
、
沼
津
の
荷
物
を
東

京
と
遠
州
と
に
分
け
て
送
ろ
う
と
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
す
な
わ
ち
赤
松
は
、

政
府
の
徴
命
に
応
じ
上
京
は
す
る
も
の
の
、
今
後
の
自
分
の
本
拠
地
を
遠
州
に
定
め

て

い

た

よ
う
だ
。

　
六
月
二
十
三
日
、
前
日
に
兵
学
校
頭
取
西
周
ら
に
暇
乞
い
を
す
ま
せ
た
赤
松
は
、

家
族
を
引
き
連
れ
沼
津
を
出
立
、
二
十
七
日
に
東
京
に
到
着
し
た
。
七
月
に
は
民
部

権
少
丞
に
任
命
さ
れ
、
九
月
に
は
兵
部
省
に
転
じ
兵
学
大
教
授
兼
制
度
御
用
掛
を
拝

命
し
た
。
彼
の
新
知
識
を
買
っ
て
出
仕
を
も
ち
か
け
て
く
る
政
府
の
姿
勢
は
丁
重
で

あ
り
、
赤
松
に
と
っ
て
も
決
し
て
悪
い
も
の
で
は
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。
し
か
し
、

そ
の
頃
宮
崎
に
送
っ
た
書
簡
で
は
、
「
兎
角
朝
廷
に
は
無
能
の
役
人
の
ミ
」
「
帰
藩
或

は

帰
農
の
方
優
れ
り
奉
存
候
」
と
述
べ
、
帰
藩
・
帰
農
の
意
志
が
あ
る
こ
と
を
示
す

と
と
も
に
、
「
大
久
保
原
之
義
、
静
岡
に
於
而
如
何
、
藤
沢
津
田
江
御
談
判
相
成
候
哉
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
4
）

大
坂
表
林
洞
海
よ
り
頻
に
心
配
候
趣
申
越
し
候
」
云
々
と
、
大
久
保
村
開
拓
の
進
捗

状
況
に
つ
い
て
指
示
す
る
こ
と
を
忘
れ
て
い
な
い
。
政
府
出
仕
後
大
阪
に
勤
務
し
て

い

た
林
も
、
赤
松
同
様
、
開
拓
の
こ
と
を
心
配
し
て
い
た
ら
し
い
。
文
中
の
藤
沢
は

次
謙
、
津
田
は
真
道
で
あ
ろ
う
。
津
田
は
沼
津
グ
ル
ー
プ
で
は
な
く
静
岡
在
勤
だ
っ

た
が
、
と
も
に
オ
ラ
ン
ダ
に
留
学
し
た
関
係
か
ら
、
開
拓
仲
間
に
誘
わ
れ
て
い
た
の

か

も
し
れ
な
い
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
依
然
と
し
て
赤
松
の
遠
州
移
住
希
望
は
消
え
て

い

な
か
っ
た
よ
う
だ
。
沼
津
兵
学
校
で
同
僚
だ
っ
た
杉
亨
二
は
、
九
月
民
部
省
出
仕

を
願
い
に
よ
り
御
免
と
な
り
、
帰
藩
し
て
い
た
。
赤
松
に
も
出
仕
を
固
辞
す
る
可
能

性
は
あ
っ
た
と
い
え
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
）

　

十
月
十
三
日
付
の
書
簡
で
は
、
「
朝
夕
と
も
寸
暇
な
く
困
苦
罷
在
候
」
と
兵
部
省
で

の

多
忙
ぷ
り
を
報
告
す
る
一
方
、
沼
津
宅
の
片
付
け
に
つ
い
て
礼
を
述
べ
て
い
る
。

ま
た
、
先
日
横
浜
で
一
三
〇
〇
両
の
金
を
落
手
し
た
が
、
そ
の
よ
う
な
大
金
は
「
野

生
手
元
二
有
之
候
而
は
全
く
握
り
つ
ふ
し
」
に
な
る
だ
け
な
の
で
、
「
田
地
二
而
も
買

置
候
方
上
策
と
奉
存
候
」
と
、
土
地
購
入
の
動
機
に
触
れ
、
開
拓
資
金
と
し
て
と
り

あ
え
ず
二
五
〇
両
を
送
る
と
伝
え
た
。
つ
ま
り
、
赤
松
は
オ
ラ
ン
ダ
留
学
中
に
蓄
え

た
大
金
の
運
用
先
に
遠
州
で
の
開
墾
を
思
い
立
っ
た
の
で
あ
る
。
仲
間
と
の
開
拓
地

に

選
ん
だ

「
安
井
谷
」
（
安
井
谷
は
大
久
保
村
の
字
）
の
件
は
、
大
阪
の
林
洞
海
も
た

び

た

び

文
通
で
言
っ
て
き
て
い
る
の
で
尽
力
を
頼
む
と
書
い
て
い
る
。
ま
た
、
「
岩
井

原
開
拓
之
模
様
評
判
よ
ろ
し
く
喜
悦
候
」
と
、
捗
っ
て
い
る
単
独
開
墾
地
に
つ
い
て

の

礼

も
書
き
添
え
、
さ
ら
に
新
た
な
購
入
地
と
し
て
「
城
山
」
と
い
う
場
所
二
七
〇

〇
坪

を
検
討
し
て
い
る
の
で
図
面
を
送
っ
て
ほ
し
い
と
頼
ん
だ
。
ま
た
、
上
京
し
た

津

田
真
道
（
真
一
郎
）
が
来
宅
し
た
の
で
、
厚
く
礼
を
申
し
置
い
た
と
の
こ
と
で
あ

り
、
岩
井
原
開
墾
に
あ
た
っ
て
な
に
が
し
か
の
協
力
を
得
た
ら
し
い
こ
と
が
わ
か
る
。

「
何
卒
岩
井
安
井
両
所
と
も
成
効
之
ほ
と
」
を
願
う
と
、
宮
崎
に
対
し
て
は
全
面
委
任

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
1
6
）

で

あ
る
。
十
六
日
に
は
さ
ら
に
金
札
三
〇
〇
両
を
送
っ
て
い
る
。

　
林
洞
海
が
「
壱
弐
丁
歩
程
買
入
」
を
希
望
し
「
何
卒
御
周
旋
奉
願
度
」
と
言
っ
て

き
て
い
る
の
で
、
山
村
（
惣
三
郎
）
と
相
談
し
て
や
っ
て
ほ
し
い
と
伝
え
た
の
は
十

　
　
　
　
　
　
　
（
1
7
）

一
月
五
日
付
の
書
簡
。
ま
た
、
林
が
「
大
久
保
安
井
谷
開
拓
之
義
」
に
つ
い
て
、
「
惣

持
二
い
た
し
候
得
は
当
分
宜
敷
様
相
見
候
得
共
、
後
年
茶
出
来
茶
製
二
相
掛
り
候
節
、

又

々
他
人
二
依
頼
し
て
十
分
の
利
益
有
之
間
敷
、
今
よ
り
銘
々
持
地
所
配
分
致
し
置
」

く
ほ
う
が
よ
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
意
見
で
あ
る
の
に
対
し
、
そ
れ
も
も
っ
と
も

の

よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
自
分
と
し
て
も
よ
く
考
え
直
し
て
み
る
と
も
伝
え
て
い
る
。

つ

ま
り
安
井
谷
開
拓
地
は
、
共
有
に
す
る
よ
り
も
個
人
所
有
に
分
け
て
お
い
た
ほ
う

が

将
来
の
た
め
都
合
が
よ
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
意
見
が
出
て
き
た
の
で
あ
る
。

な
お
、
同
じ
書
簡
で
赤
松
は
、
茶
の
「
蒔
附
方
」
に
つ
い
て
「
株
」
に
し
て
植
え
る

よ
り
も
コ
柵
」
に
し
て
植
え
る
ほ
う
が
、
肥
料
を
や
っ
た
り
雑
草
取
り
を
し
た
り

茶
摘
を
す
る
上
で
も
効
率
的
で
あ
る
の
で
、
そ
の
よ
う
に
取
り
計
ら
っ
て
ほ
し
い
と

宮
崎
に
伝
え
て
い
る
。
茶
樹
を
島
状
に
植
え
る
よ
り
も
一
列
に
植
え
る
と
い
う
こ
と

で

あ
ろ
う
。
こ
の
こ
と
は
「
宇
治
二
住
居
い
た
し
候
功
者
之
者
」
か
ら
聞
い
た
と
い
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う
。　

赤
松
は
、
す
で
に
入
手
し
た
土
地
で
開
拓
を
進
め
る
一
方
、
さ
ら
に
新
た
な
土
地

購
入

も
続
け
て
い
る
。
十
二
月
に
入
る
と
、
一
四
〇
両
で
売
り
に
出
て
い
た
「
見
附

宿
之
北
裏
弐
三
町
も
入
候
処
二
而
松
林
五
町
歩
」
に
つ
い
て
手
を
打
つ
こ
と
を
指
示

　
（
1
8
）

し
た
。
ま
た
、
「
幕
府
之
貨
幣
」
（
弐
分
判
）
で
支
払
う
こ
と
や
、
「
何
れ
も
ド
ル
ラ
ル

ニ
而

所
持
い

た
し
」
て
い
る
の
で
相
場
が
よ
く
な
っ
た
ら
金
札
に
取
り
替
え
た
い
と

樋
．
・
忙
し
く
て
横
浜
ま
で
行
け
な
い
の
で
金
札
へ
の
引
替
が
で
き
な
い
が
・
両
替
次

第
送
金
す
る
と
い
っ
た
旨
を
伝
え
て
い
る
。
手
元
に
は
二
分
金
は
二
〇
〇
両
、
二
朱

金

は
七
〇
両
ほ
ど
が
あ
る
の
で
、
現
地
で
引
替
が
で
き
る
の
な
ら
ば
そ
れ
で
送
っ
て

　
　
　
　
　
　
（
2
0
）

も
よ
い
と
の
こ
と
。
彼
の
資
金
が
旧
幕
時
の
留
学
中
に
蓄
え
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と

が
わ

か
る
。

　

四
年
（
一
八
七
一
）
正
月
十
四
日
に
は
宮
崎
か
ら
「
開
拓
地
願
済
相
成
候
由
」
と

　
　
　
　
　
（
2
1
）

の

手
紙
が
届
く
。
前
年
十
二
月
二
十
八
日
付
の
手
紙
で
「
御
林
地
の
方
も
御
骨
折
を

以
て

近
々
御
受
取
二
可
相
成
運
二
至
り
満
悦
之
義
二
御
座
候
」
と
述
べ
て
い
る
こ
と

で

あ
ろ
う
か
。
藩
庁
か
ら
の
払
地
許
可
を
意
味
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

　
六
月
に
入
る
と
、
宮
崎
に
「
百
五
十
金
」
を
送
金
し
た
。
月
給
一
五
〇
円
を
も
ら
っ

て

い

る
も
の
の
東
京
暮
ら
し
は
出
費
が
多
く
「
存
外
沼
津
二
罷
在
候
節
の
割
合
二
者

参
り
兼
」
る
と
家
計
の
こ
と
を
こ
ぼ
す
と
と
も
に
、
「
多
忙
二
且
う
る
さ
く
何
分
安
心

致

し
候
暇
無
之
、
加
る
に
存
寄
も
貫
徹
不
致
、
甚
不
本
意
二
付
、
今
度
は
断
然
免
官

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⌒
2
2
）

相
願
候
積
二
御
座
候
間
、
不
遠
静
岡
江
移
住
再
応
教
官
と
相
成
可
申
候
」
と
最
近
の
心

境

を
伝
え
て
い
る
。
政
府
の
役
人
生
活
は
多
忙
で
、
自
分
の
意
見
も
通
ら
な
い
こ
と

が

多
い
の
で
、
今
度
こ
そ
免
官
を
願
い
出
て
、
静
岡
へ
も
ど
り
学
校
教
官
に
再
任
し

た
い
と
い
う
の
で
あ
る
。
赤
松
は
六
月
二
日
兵
部
少
丞
に
任
命
さ
れ
た
ば
か
り
で
あ
っ

た
。　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
3
）

　
四
年
七
月
の
廃
藩
置
県
を
受
け
、
赤
松
は
、
八
月
十
三
日
付
の
宮
崎
宛
書
簡
に

「
弥
土
着
之
者
相
増
、
地
所
払
底
二
可
相
成
候
」
と
書
い
た
。
藩
の
廃
止
に
よ
り
土
着

士

族
が
増
え
、
土
地
が
不
足
す
る
で
あ
ろ
う
と
い
う
予
測
で
あ
る
。
そ
し
て
、
岩
井

原

開
拓
地
の
北
方
に
あ
る
見
付
宿
持
林
が
伐
採
さ
れ
る
と
風
除
に
差
し
障
り
が
出
る

の

で
、
「
幅
厚
弐
三
十
間
位
之
処
見
計
置
、
買
取
候
様
致
し
度
」
と
、
相
変
わ
ら
ず
土

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
4
）

地
の

新
規
購
入
に

熱
心
で

あ
る
。
翌
八
月
十
四
日
付
書
簡
で
は
、
「
性
質
正
直
」
で
確

か

な
請
人
の
あ
る
「
奴
僕
」
を
雇
い
入
れ
た
い
の
で
、
人
選
の
上
送
っ
て
ほ
し
い
と

依
頼
し
た
。
「
御
地
之
者
二
候
ハ
・
免
職
帰
省
之
節
、
都
合
宜
敷
」
と
、
自
分
が
免
官

に

な
っ
て
見
付
へ
移
住
し
た
時
の
都
合
を
考
え
て
の
雇
用
で
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⌒
2
5
）

　

京
都
に
い
る
舅
の
林
洞
海
か
ら
赤
松
に
九
月
七
日
付
の
書
簡
が
届
く
。
届
け
ら
れ

た
明
細
書
か
ら
、
遠
州
茶
園
の
「
生
立
」
が
良
好
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
、
「
珍
重
」

で

あ
る
と
記
さ
れ
て
い
た
ほ
か
、
山
村
惣
三
郎
に
託
し
た
分
の
林
の
茶
園
は
赤
松
の

そ

れ
に
は
及
ば
な
い
こ
と
、
し
か
し
譲
ら
れ
た
土
地
の
開
拓
に
も
取
り
掛
か
り
た
い

の

で
世
話
人
に

つ
い

て
見
込
み

が

あ
れ
ば
知
ら
せ
て
ほ
し
い
と
あ
っ
た
。
ま
た
、
「
寄

合
開
拓
之
方
も
追
々
盛
二
相
成
り
候
由
、
難
有
事
二
御
座
候
」
と
も
あ
っ
た
。
個
人

持
ち
と
共
有
の
茶
園
・
開
拓
地
と
も
、
林
が
赤
松
に
頼
る
と
こ
ろ
が
大
き
か
っ
た
こ

と
が
わ
か
る
。
一
方
で
、
し
き
り
に
静
岡
へ
の
帰
郷
を
急
い
で
い
る
よ
う
だ
が
、
「
茶

園
之
方
は
十
分
之
御
世
話
人
有
之
、
御
自
身
御
出
無
之
共
御
安
心
」
な
の
で
、
「
積
年

御
苦
学
も
国
家
之
為
二
御
苦
学
之
事
御
座
候
へ
者
節
か
へ
ら
れ
今
壱
度
御
出
勤
御
奉

公
被
成
度
」
と
、
赤
松
の
政
府
出
仕
を
慰
留
し
て
い
る
。
オ
ラ
ン
ダ
で
苦
学
し
た
優

秀
な
娘
婿
を
静
岡
の
田
舎
に
引
っ
込
ま
せ
る
よ
り
も
国
家
の
た
め
に
中
央
で
存
分
に

働
か
せ
た
い
と
い
う
の
が
林
の
希
望
で
あ
っ
た
。
「
西
周
も
大
丞
二
出
候
由
二
付
御
相

談

可
然
と
奉
存
候
」
と
、
前
月
に
兵
部
大
丞
と
な
っ
た
ば
か
り
の
西
周
に
も
よ
く
相

談
す

る
よ
う
に
と
ア
ド
バ
イ
ス
も
忘
れ
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
6
）

　
林

は
、
同
じ
九
月
七
日
付
の
息
子
紀
（
研
海
）
宛
の
書
簡
で
は
、
自
分
は
中
典
医

と
し
て
二
七
〇
石
の
官
禄
を
も
ら
っ
て
い
る
が
、
小
侍
医
に
格
下
げ
さ
れ
官
禄
も
二

〇
〇
石
に
引
き
下
げ
ら
れ
る
見
込
み
な
の
で
、
「
余
程
ケ
ん
や
く
致
し
不
申
候
而
者
遠

州
之
茶
園
も
開
け
不
申
候
間
、
大
二
心
配
仕
候
」
と
記
し
て
お
り
、
経
済
的
に
遠
州

で

の

茶

園
開
拓
に
期
待
し
て
い
た
こ
と
が
大
き
い
こ
と
が
わ
か
る
。
静
岡
藩
で
静
岡

病
院
頭
の
任
に
あ
っ
た
紀
は
、
政
府
の
徴
命
に
よ
り
上
京
、
陸
軍
一
等
軍
医
正
と
な
っ

208



・樋口雄彦［旧幕臣洋学系知識人の茶園開拓］

て

い
た
。

　
九

月
、
赤
松
は
依
然
と
し
て
免
官
を
希
望
し
て
お
り
、
六
月
に
提
出
し
た
辞
表
が

受
理
さ
れ
ず
何
の
沙
汰
も
な
い
こ
と
に
対
し
、
「
此
景
色
二
而
は
免
職
も
少
々
捗
取
不

　
　
　
　
（
2
7
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
8
）

申
と
奉
存
候
」
と
宮
崎
に
伝
え
て
い
る
。
し
か
し
同
月
二
十
八
日
付
書
簡
で
は
、
赤

松
に

心
境
の
変
化
が
現
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
兵
部
省
は
、
文
部
省
・
大
蔵
省
・
工

部
省
と
い
っ
た
他
省
に
赤
松
を
奪
わ
れ
る
こ
と
を
警
戒
し
、
簡
単
に
は
免
官
を
許
さ

な
い
ら
し
く
、
こ
う
な
っ
て
は
「
都
合
宜
敷
候
得
者
出
勤
可
致
心
組
二
此
程
考
へ
直

し
申
候
」
と
、
病
気
を
理
由
に
欠
勤
し
て
い
た
兵
部
省
へ
の
出
勤
再
開
の
意
志
を
示

し
た
の
で
あ
る
。
当
時
赤
松
邸
に
は
静
岡
か
ら
上
京
し
た
林
紀
一
家
が
同
居
し
て
い

た
。
官
途
に
就
く
べ
く
静
岡
か
ら
続
々
と
上
京
し
て
く
る
旧
幕
臣
の
姿
が
、
下
野
の

意
志

を
翻
さ
せ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
な
お
、
同
じ
書
簡
に
は
、
林
洞
海
へ
二
町
歩
譲

地
の

こ
と
、
岩
井
原
開
墾
入
用
金
の
こ
と
、
安
井
谷
伐
木
願
済
の
件
、
城
山
の
林
・

土
手
の
件
な
ど
、
遠
州
の
開
拓
地
に
関
す
る
細
か
な
指
示
も
な
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
9
）

　
ま
た
、
林
洞
海
へ
譲
る
こ
と
に
し
た
二
町
歩
に
つ
い
て
は
、
十
月
十
日
付
書
簡
で
、

開
墾
の
世
話
を
宮
崎
に
依
頼
し
た
い
と
の
林
の
希
望
を
伝
え
、
引
き
受
け
て
く
れ
る

場
合
に

は
「
御
骨
折
料
」
を
ど
れ
く
ら
い
に
設
定
す
れ
ば
よ
い
か
、
遠
慮
な
く
示
し

て

ほ
し
い
と
宮
崎
に
伝
え
て
い
る
。

　
十
一
月
、
相
変
わ
ら
ず
赤
松
は
月
二
〇
〇
両
の
給
料
を
も
ら
い
な
が
ら
「
引
籠
」

を
続
け
て
お
り
、
自
宅
で
「
塾
生
二
教
授
、
其
余
暇
は
翻
訳
物
な
と
致
し
」
て
暮
ら

し
て
い
た
。
翻
訳
し
た
の
は
、
藍
の
製
法
、
蝋
燭
の
製
法
、
卵
の
人
工
艀
化
法
な
ど

で

あ
り
、
「
後
来
之
産
業
二
助
」
と
す
る
の
が
目
的
で
あ
り
、
特
に
相
当
な
利
潤
が
見

込
め

る
藍
に
つ
い
て
は
「
目
論
見
度
存
居
候
」
と
伝
え
て
い
る
。
洋
書
を
読
み
な
が

ら
、
遠
州
の
所
有
地
で
の
栽
培
を
夢
見
て
い
た
の
で
あ
る
。
一
方
で
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ

パ

で
の

軍
艦
建
造
計

画
が
あ
り
、
自
分
に
も
欧
州
派
遣
の
内
談
が
あ
り
、
引
き
受
け

る
べ
き
か
「
勘
考
中
」
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
同
じ
書
簡
に
は
、
茶
園
は

「
長
蒔
附
」
に
す
る
と
の
方
針
、
一
町
歩
あ
た
り
の
茶
種
蒔
付
経
費
の
見
積
り
、
肥
料

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
0
）

蔵
建
築
経
費
の
こ
と
な
ど
、
い
つ
も
通
り
開
拓
に
関
す
る
指
示
も
細
か
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
1
）

　
十
二
月
二
十
五
日
付
書
簡
に
は
、
林
洞
海
の
購
入
地
と
し
て
見
付
宿
南
方
の
今
之

浦
の
田
地
が
候
補
に
上
げ
ら
れ
て
い
た
こ
と
に
対
し
、
そ
の
地
名
か
ら
い
っ
て
も

「
古
へ
沼
地
」
で
あ
り
、
「
森
雨
之
年
二
者
極
め
て
水
災
之
場
所
」
に
な
る
こ
と
が
予

想

さ
れ
る
の
で
、
や
め
た
ほ
う
が
よ
い
と
指
示
し
て
い
る
。
ま
た
、
廃
藩
置
県
に
伴

う
中
泉
役
所
の
存
続
を
気
に
掛
け
て
い
た
ら
し
い
宮
崎
に
対
し
、
当
分
は
存
置
さ
れ

る
の
で
は
な
い
か
と
伝
え
た
。
藩
制
時
代
の
勤
番
組
之
頭
は
区
長
と
な
り
、
士
農
商

す

べ
て

を
管
轄
す
る
こ
と
に
な
る
と
い
っ
た
こ
と
に
も
言
及
し
て
い
る
。
自
身
の
近

況

と
し
て
は
、
文
部
省
か
ら
中
博
士
、
大
蔵
省
か
ら
租
税
頭
も
し
く
は
土
木
頭
へ
の

就
任
依
頼
が

来
て

い

る
が
、
兵
部
省
は
な
か
な
か
自
分
を
手
離
そ
う
と
し
な
い
、
し

か

し
、
土
木
頭
か
文
部
の
教
官
が
「
僕
の
望
む
処
」
な
の
で
、
い
ず
れ
は
ど
ち
ら
か

を
拝
命
し
た
い
、
来
年
三
月
頃
ま
で
に
は
決
着
が
つ
く
と
思
う
の
で
、
三
年
間
程
は

勤
務
し
、
「
見
込
通
り
不
参
候
へ
は
帰
農
の
積
り
、
又
充
分
見
込
通
り
二
参
り
候
へ
は

拾
弐
三
年
も
相
勤
候
積
二
御
座
候
」
と
、
将
来
の
展
望
を
述
べ
て
い
る
。
後
年
海
軍

中
将
と
な
る
赤
松
で
あ
る
が
、
こ
の
時
点
で
は
ま
っ
た
く
軍
人
を
希
望
し
て
い
な
か
っ

た
こ
と
が
わ
か
る
。
「
見
込
通
り
」
に
い
く
か
い
か
な
い
か
と
は
、
自
分
の
意
志
を
政

府
の
中
で
ど
れ
だ
け
貫
け
る
か
と
い
う
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
末
尾

に

は
、
「
茶
摘
之
義
、
来
年
は
其
侭
二
据
置
、
酉
年
よ
り
茶
製
二
取
掛
り
相
成
候
様
致

し
度
候
」
と
、
再
来
年
（
明
治
六
年
）
か
ら
の
製
茶
開
始
を
指
示
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
2
）

　
五
年
（
一
八
七
二
）
二
月
二
日
付
書
簡
で
、
赤
松
は
宮
崎
に
対
し
、
来
年
春
に
始

ま
る
茶
摘
に
備
え
霜
除
に
注
意
を
促
す
と
と
も
に
、
「
黒
須
村
七
之
助
」
（
赤
松
の
母

の

弟
、
武
蔵
国
入
間
郡
黒
須
村
の
繁
田
武
平
満
義
）
と
と
も
に
「
宇
治
辺
迄
相
越
茶

園
見
分
可
致
様
」
に
勧
め
て
い
る
。
他
に
、
卵
の
人
工
艀
化
法
を
知
ら
せ
、
東
京
で

は

近
頃
「
鶏
卵
盛
二
相
用
ひ
候
様
」
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
「
遠
地
杯
二
而
盛
に
生
育
、

東
京
江
輸
出
致
し
候
ハ
・
余
程
利
潤
之
事
と
奉
存
候
」
と
、
養
鶏
も
勧
め
て
い
る
。

ま
た
、
海
外
出
張
が
決
定
す
る
よ
う
で
あ
れ
ば
二
年
間
は
日
本
を
留
守
に
す
る
の
で
、

そ
の
間
の
相
談
も
し
て
お
き
た
い
と
、
東
京
見
物
か
た
が
た
来
訪
を
促
し
た
。
続
い

　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
3
）

て

二
月
十
一
日
付
書
簡
で
、
洋
行
の
日
程
が
四
月
頃
に
決
ま
り
そ
う
な
の
で
三
月
十
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日
頃
に
遠
州
を
出
立
し
上
京
し
て
ほ
し
い
と
伝
え
た
。
宮
崎
は
言
わ
れ
た
通
り
、
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
4
）

月
二
十
二
日
に
上
京
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
年
赤
松
の
洋
行
は
実
現
せ
ず
、
ウ
ィ
ー

ン
の
万
国
博
覧
会
へ
派
遣
さ
れ
る
の
は
翌
六
年
（
一
八
七
三
）
の
こ
と
だ
っ
た
。

　
赤
松
が

宮
崎
に
対
し
、
オ
ラ
ン
ダ
か
ら
取
り
寄
せ
た
染
め
草
、
メ
ー
カ
ラ
ッ
プ

（
あ
か
ね
）
の
種
を
送
る
の
で
「
岩
井
野
江
植
付
相
成
度
」
と
頼
ん
だ
の
は
、
五
年
七

　
　
　
　
　
　
（
3
5
）

月
十
日
付
の
手
紙
で
あ
る
。
余
暇
を
使
っ
て
製
法
を
調
べ
書
き
送
る
と
し
て
い
る
。

城

ケ
崎
の
地
所
買
い
取
り
に
つ
い
て
も
言
及
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
宮
崎
が
暑
さ
避

け
の
た
め
申
し
出
て
い
た
ら
し
い
岩
井
茶
園
中
に
休
息
所
を
建
築
す
る
こ
と
を
承
認

し
て
い
る
。
天
皇
の
巡
幸
か
ら
の
還
御
、
「
魯
国
公
子
」
の
着
京
な
ど
で
「
繁
劇
」
な
、

東
京
で
の
仕
事
ぶ
り
も
伝
え
て
い
る
。

　
母
と
黒
須
村
七
之
助
ら
が
二
十
三
、
四
日
頃
東
京
を
出
立
し
箱
根
・
沼
津
・
静
岡
．

江
尻
を
経
て
遠
州
を
「
見
物
か
て
ら
」
訪
問
す
る
と
の
予
定
を
知
ら
せ
、
メ
ー
カ
ラ
ッ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
6
）

プ

の

種
を
荷
造
り
し
て
送
る
と
申
し
送
っ
た
の
は
、
八
月
十
一
日
付
の
書
簡
で
あ
る
。

林
の
開
拓
地
用
と
し
て
三
河
屋
か
ら
受
け
取
っ
た
茶
種
の
品
質
が
悪
か
っ
た
こ
と
な

ど
も
触
れ
て
い
る
。
洪
水
被
害
が
も
た
ら
す
米
価
騰
貴
に
つ
い
て
も
言
及
し
、
「
農
家

二
者

定
而
難
義
と
奉
存
候
」
と
、
農
村
の
生
活
を
心
配
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
7
）

　
九
月
十
七
日
付
書
簡
は
、
七
月
か
ら
始
ま
っ
た
地
券
交
付
を
受
け
、
赤
松
ら
し
い

念
の

入
っ
た
指
示
を
出
し
て
い
る
。
従
来
の
「
年
貢
畑
永
」
な
ど
は
全
廃
さ
れ
る
の

で
、
「
成
ル
丈
徳
米
年
貢
二
拘
わ
ら
す
地
坪
の
多
キ
方
を
買
入
候
方
利
益
二
可
有
之
」

云
々
と
、
今
後
の
土
地
購
入
方
針
に
も
大
き
な
変
化
が
生
じ
る
こ
と
に
注
意
を
促
し

た
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
の
拝
借
地
も
低
価
格
で
払
下
げ
さ
れ
る
は
ず
な
の
で
、
岩
井

原
・
安
井
谷
に
つ
い
て
も
布
告
が
あ
り
次
第
早
々
に
払
下
げ
願
い
を
提
出
す
る
よ
う

に

と
の
指
示
も
あ
る
。
「
御
払
下
ケ
相
成
候
ハ
・
全
く
所
持
之
地
面
と
相
成
、
自
来
之

都
合
至
極
宜
敷
存
候
」
と
、
払
下
げ
に
よ
っ
て
開
拓
地
が
完
全
な
所
有
地
と
な
る
こ

と
に
期
待
し
て
い
る
。
同
じ
書
簡
で
は
、
メ
ー
カ
ラ
ッ
プ
の
種
を
船
便
で
送
っ
た
こ

と
、
そ
の
植
付
け
時
期
は
来
年
三
月
上
旬
で
あ
る
こ
と
な
ど
、
さ
ら
に
遠
州
訪
問
中

の

母
を
よ
ろ
し
く
頼
む
と
も
伝
え
た
。

②
林
洞
海
「
茶
農
漫
録
」
に
み
る
茶
園
経
営

　

さ
て
、
以
上
は
主
に
赤
松
則
良
が
宮
崎
泰
道
に
宛
て
た
書
簡
を
中
心
に
見
て
き
た

が
、
明
治
六
年
（
一
八
七
三
）
以
降
の
、
実
際
に
製
茶
が
開
始
さ
れ
て
か
ら
の
よ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
8
）

す
は
、
林
洞
海
が
書
き
残
し
た
「
茶
農
漫
録
」
の
ほ
う
か
ら
明
ら
か
に
な
る
。
今
度

は

林
の
側
か
ら
見
て
い
こ
う
。
「
茶
農
漫
録
」
は
、
そ
の
名
の
通
り
、
林
が
遠
州
の
茶

園
開
拓
に
関
す
る
記
録
を
残
す
た
め
書
き
始
め
た
雑
記
帳
で
あ
る
。
林
は
、
茶
農
・

　
　
　
　
　
　
　
（
3
9
）

茶
農
老
人
と
名
乗
り
、
茶
園
経
営
者
で
あ
る
こ
と
を
自
ら
の
雅
号
に
も
用
い
た
。

　
林
が

茶
園
開
拓
を
始
め
よ
う
と
し
た
の
は
沼
津
病
院
重
立
取
扱
在
職
中
で
あ
っ
た

が
、
実
際
に
事
業
が
本
格
化
す
る
の
は
、
政
府
に
出
仕
し
、
大
阪
医
学
校
長
や
皇
太

后
宮
附
権
大
典
医
な
ど
と
し
て
大
阪
・
京
都
に
赴
任
し
た
後
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
最

初
は
自
ら
現
地
で
何
か
を
し
た
わ
け
で
は
な
く
、
文
通
に
よ
っ
て
赤
松
や
宮
崎
ら
と

連
絡

を
取
り
合
い
、
事
業
に
出
資
し
、
関
与
し
た
の
で
あ
る
。
東
京
に
移
っ
て
か
ら

も
遠
州
や
赤
松
と
の
間
で
頻
繁
に
や
り
と
り
さ
れ
た
書
簡
が
、
原
文
書
で
は
な
く
写

し
と
し
て
「
茶
農
漫
録
」
に
記
録
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
ま
た
、
書
簡
の
写
し
以

外
に
も
、
茶
園
開
拓
に
関
し
自
身
の
行
動
や
考
え
を
記
し
た
記
事
も
記
載
さ
れ
た
。

そ
れ
ら
茶
園
開
拓
に
関
す
る
記
事
の
総
数
は
、
一
四
七
件
に
達
す
る
。
ま
た
、
直
接

遠

州
で
の
茶
園
開
拓
に
関
す
る
も
の
で
は
な
い
が
、
茶
業
一
般
に
関
す
る
記
事
（
他

県
関
係
の
新
聞
記
事
の
抜
書
な
ど
）
も
一
二
〇
件
に
お
よ
ぷ
。
こ
こ
で
は
そ
の
す
べ

て

を
紹
介
す
る
の
は
無
理
な
の
で
、
主
な
記
事
に
依
拠
し
な
が
ら
そ
の
後
の
茶
園
経

営
の
経
過
を
た
ど
る
こ
と
と
す
る
。

　
最
初
大
阪
や
京
都
に
在
勤
し
、
遠
州
か
ら
遠
く
離
れ
て
い
た
林
で
あ
っ
た
が
、
開

拓
の
こ
と
は
相
当
気
に
掛
け
て
い
た
ら
し
い
。
明
治
四
年
十
一
月
十
四
日
に
は
、
京

都
在
安
井
村
の
中
沼
俊
六
と
い
う
茶
農
家
を
訪
ね
、
近
隣
に
「
及
ふ
者
な
し
」
と
い

う
三
町
余
の
見
事
な
茶
園
を
見
学
、
そ
の
栽
培
法
を
質
問
し
、
「
茶
園
培
養
概
略
」
を

　
　
　
　
　
　
（
4
0
）

写
し
取
っ
て
い
る
。
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・樋ロ雄彦［旧幕臣洋学系知識人の茶園開拓］

赤松則良・林洞海ら所有の遠州開拓地

場　　　　所 所　有　者 管理人 開始年 面　　積

遠江国山名郡岩井村岩井原（西原） 赤松則良 宮崎泰道 明治3年 約14町歩、うち9町歩開墾

遠江国豊田郡向笠新屋村（元御林） 赤松則良 宮崎泰道 明治3年

遠江国豊田郡向笠新屋村（元御林） 林洞海 宮崎泰道 明治4年 約2町歩、うち1町歩開墾

遠江国磐田郡見付宿元天神・原木坂 林洞海 近藤峯松・

宮崎泰道

明治3年 約4町歩開墾

遠江国磐田郡見付宿元天神・原木坂 山村惣三郎 近藤峯松 明治3年 約3町歩開墾

遠江国豊田郡大久保村安井谷 共有（赤松則良・林

洞海・渡部温・藤沢

次謙・矢田堀鴻）

三橋浪平・

三橋盛宥

（監察宮崎泰道）

明治3年 87町4反6畝13歩、うち約

10町歩開墾

「四十九番　見附の製茶改正記」（「茶農漫録　巻三」所収）等より作成。従って開墾面積はその時点でのもの。

　
「
茶
農
漫
録
」
所
載
の
赤

松
か

ら
の
手
紙
で
最
も
古
い

時
期
の
も
の
は
、
四
年
十
一

　
　
　
　
　
（
4
1
）

月
二
十
三
日
付
で
あ
る
。
林

個
人
の

所
有
地
開
拓
に
つ
き
、

宮
崎
泰
道
が
隣
接
す
る
赤
松

所
有
地
と
同
様
に
開
拓
の
世

話

を
引
き
受
け
る
こ
と
を
承

諾
し
た
旨
を
伝
え
た
も
の
で

あ
る
。
新
開
の
茶
園
は
「
株

蒔
付
」
で
は
な
く
「
長
蒔
」

に

す

る
こ
と
、
世
話
人
と
し

て

新
た

な
百
姓
を
移
住
さ
せ

て

も
彼
ら
は
「
無
産
之
徒
」

で

あ
り
、
「
自
身
の
生
活
も

難
成

行
」
ほ
ど
で
「
却
而
厄

介
と
相
成
候
の
ミ
」
な
の
で
、

新
規
募
集
は
行
わ
ず
こ
れ
ま

で
の

五
、
六
軒
に
限
る
こ
と
、

な
ど
が
伝
え
ら
れ
た
。

　

な
ぜ
か
明
治
五
年
の
記
事

は

な
く
、
次
の
関
連
記
事
は
、

林
が

東
京
転
任
後
の
明
治
六

年
（
一
八
七
三
）
以
降
の
も

の

に

な
る
。
こ
の
年
か
ら
茶

の

収

穫
が
開
始
さ
れ
る
。
五

月
十
二
日
に
東
京
の
林
に
届

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
2
）

い

た
九
日
付
青
山
宙
平
の
書
簡
に
は
、
「
御
茶
園
も
弥
々
摘
始
め
」
云
々
、
「
当
年
者

不
時
の
寒
気
二
而
大
に
芽
痛
ミ
等
有
之
、
凡
五
割
方
も
不
作
二
御
座
候
処
、
御
開
墾

地
は

存
外
痛
ミ
な
く
大
慶
仕
候
」
と
あ
り
、
好
運
に
も
寒
気
の
被
害
を
受
け
る
こ
と

な
く
多
量
の
生
葉
を
収
穫
で
き
そ
う
だ
と
あ
る
。
ま
た
、
初
収
穫
を
記
念
し
て
園
主

宅

に
一
駄
を
直
接
運
搬
す
る
こ
と
に
な
っ
た
よ
う
だ
。
な
お
、
差
出
人
の
青
山
宙
平

（
一
八
一
八
～
一
九
一
〇
）
は
、
後
に
大
区
区
長
や
郡
長
な
ど
を
歴
任
す
る
が
、
本
来

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
3
）

は
磐
田
郡
中
泉
町
で
郷
宿
を
業
と
し
た
有
力
商
人
で
あ
り
、
林
と
山
村
惣
三
郎
の
個

人
持

ち
茶
園
の
茶
売
買
に
つ
い
て
、
息
子
の
徹
と
と
も
に
面
倒
を
み
て
い
た
ら
し
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
4
）

　
五
月
十
三
日
付
で
青
山
宛
に
発
し
た
林
の
返
書
か
ら
は
、
「
初
摘
」
が
生
葉
一
五
〇

貫
に

も
な
る
こ
と
を
喜
ぶ
よ
う
す
が
う
か
が
え
る
。

　
七
月
下
旬
、
青
山
が
上
京
し
林
・
山
村
と
面
談
し
た
。
そ
の
際
、
林
所
有
の
茶
園

に

置
い

て

い

た
百
姓
源
右
衛
門
が
退
去
す
る
の
で
代
人
の
人
選
と
雇
用
方
法
の
こ
と
、

「
茶
製
場
」
の
建
築
は
京
都
の
中
沼
俊
六
の
図
に
倣
っ
て
工
夫
す
る
こ
と
、
世
話
人
近

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
4
5
）

藤
峯
松
の
園
内
住
居
と
手
当
金
の
こ
と
な
ど
が
青
山
に
依
頼
さ
れ
た
。
遠
州
に
帰
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
6
）

た
青
山
か
ら
は
八
月
十
九
日
付
で
書
簡
が
届
き
、
山
名
郡
中
島
村
の
夫
婦
子
供
三
人

暮

ら
し
の
百
姓
を
雇
う
こ
と
、
茶
製
場
の
建
物
は
新
築
せ
ず
に
旧
陣
屋
の
長
屋
を
買

い

取
り
移
築
す
る
こ
と
な
ど
を
伝
え
て
き
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
7
）

　
九
月
二
十
六
日
藤
沢
次
謙
が
林
に
宛
て
た
書
簡
に
は
、
共
有
開
拓
地
の
地
券
が
近

く
下
付
さ
れ
る
見
通
し
で
あ
る
こ
と
に
対
し
、
「
此
一
事
相
済
候
へ
者
真
二
万
全
」
で

あ
る
と
安
堵
し
な
が
ら
も
、
名
義
が
個
々
バ
ラ
バ
ラ
に
な
っ
て
は
公
平
で
は
な
い
の

で
、
い
ず
れ
連
名
に
書
き
換
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
述
べ
て
い
る
。

　

十
月
二
十
五
日
、
林
の
も
と
に
、
肥
や
し
や
草
取
り
の
手
間
代
と
い
っ
た
春
以
来

の

費
用
を
記
し
た
「
茶
園
培
養
入
費
之
記
」
が
、
宮
崎
泰
道
よ
り
届
け
ら
れ
た
。
添

え
ら
れ
た
書
簡
に
は
、
林
の
茶
園
で
は
成
長
が
極
め
て
良
好
で
、
「
今
年
之
第
一
等
二

生

立
、
誠
二
張
合
宜
敷
」
と
、
う
れ
し
い
知
ら
せ
が
記
さ
れ
て
い
た
。
茶
の
販
売
を

担

当
し
て
い
る
前
島
岐
一
や
青
山
宙
平
と
い
っ
た
地
元
の
商
人
も
茶
園
を
見
分
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
8
）

「
此
分
二
而
者
必
す
良
苑
二
相
成
可
申
」
と
述
べ
た
と
の
こ
と
。
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赤
松
が

メ
ー
カ
ラ
ッ
プ
や
藍
の
栽
培
、
養
鶏
な
ど
に
目
を
付
け
て
い
た
こ
と
は
先

に

述
べ
た
が
、
林
も
茶
以
外
の
産
物
を
検
討
し
て
い
た
よ
う
だ
。
七
年
（
一
八
七
四
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
9
）

四

月
に
藤
沢
次
謙
に
送
っ
た
書
簡
に
お
い
て
、
「
近
年
之
紙
価
尤
沸
騰
二
付
楮
田
も
大

二
利
二
相
成
候
由
」
と
の
こ
と
で
、
大
久
保
村
の
開
拓
地
に
是
非
と
も
楮
を
植
え
た

い

と
提
案
し
た
。
「
楮
は
癖
地
を
嫌
ら
は
す
且
茶
と
違
候
而
植
付
之
翌
年
よ
り
直
二
金

二
相
成
り
培
養
も
い
ら
す
苅
取
は
旧
暦
の
十
月
末
二
御
座
候
間
茶
業
二
さ
し
つ
か
ひ

不
申
」
と
い
う
の
が
そ
の
理
由
で
あ
っ
た
。
「
御
妙
案
と
奉
存
候
」
と
、
藤
沢
か
ら
は

同
月
三
十
日
付
で
楮
栽
培
に
賛
成
す
る
旨
の
返
事
が
届
い
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
0
）

　
六
月
二
日
付
の
林
宛
宮
崎
書
簡
で
は
、
今
年
が
初
摘
に
あ
た
る
茶
園
に
つ
い
て
、

茶
摘
人
を
雇
う
と
「
雑
談
放
歌
二
心
を
被
奪
」
、
「
木
之
強
弱
を
論
せ
す
新
芽
之
分
悉

皆
摘

取
」
し
て
し
ま
い
、
来
年
以
降
の
茶
樹
に
障
り
が
あ
る
の
で
、
今
年
は
摘
み
取

り
を
行
わ
な
い
と
報
告
し
て
い
る
。
ま
た
、
モ
グ
ラ
の
害
が
多
い
の
を
嘆
く
と
と
も

に
、
先
頃
紅
茶
製
造
法
を
習
っ
た
が
、
「
善
良
の
質
を
害
し
候
様
思
ハ
れ
」
、
「
洋
人
の

好
と
者
乍
申
香
気
甚
悪
敷
」
、
「
感
服
之
製
法
と
者
存
不
申
」
と
述
べ
て
い
る
。
現
地
責

任
者
で

あ
る
宮
崎
は
、
赤
松
や
林
に
指
示
さ
れ
る
だ
け
で
な
く
、
彼
な
り
の
考
え
で

も
動
い
て
い
た
ら
し
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
1
）

　
六

月
九
日
付
お
よ
び
十
二
日
付
で
藤
沢
に
宛
て
た
宮
崎
泰
道
・
三
橋
浪
平
の
書
簡

に

は
、
茶
摘
や
製
茶
の
状
況
報
告
と
と
も
に
、
暑
中
休
暇
の
来
駕
を
促
し
て
い
る
。

か

つ
て

の

「
鹿
狸
之
巣
穴
」
が
広
大
な
茶
畑
に
変
じ
、
道
路
も
手
入
れ
し
て
い
る
の

で
、
「
当
節
者
人
力
車
も
自
在
二
通
行
」
で
き
る
と
い
う
の
が
誘
い
文
句
で
あ
っ
た
。

次
い

で
、
六
月
十
日
に
県
庁
か
ら
の
達
に
よ
り
地
券
係
の
も
と
へ
出
頭
し
た
と
こ
ろ
、

安
井
谷
開
墾
地
・
赤
松
開
墾
地
と
も
、
地
代
価
上
納
に
は
及
ば
ず
、
地
券
を
交
付
す

る
と
い
う
意
向
が
示
さ
れ
た
こ
と
を
報
じ
、
よ
う
や
く
「
御
安
心
之
事
二
而
誠
二
大

慶
」
で
あ
る
と
「
御
社
中
様
」
へ
伝
え
て
ほ
し
い
と
述
べ
て
い
る
。
開
拓
地
の
所
有

権
が

認
め

ら
れ
、
地
券
が
交
付
さ
れ
る
か
否
か
が
大
き
な
不
安
と
し
て
残
っ
て
い
た

の

で

あ
る
。
ま
た
、
以
前
指
示
さ
れ
た
楮
の
植
付
け
に
つ
い
て
は
、
「
急
東
之
儀
二
者

参
り
不
申
」
、
「
万
端
拝
眉
御
相
談
」
し
た
い
と
、
早
急
に
は
無
理
で
あ
る
と
猶
予
を

願
っ
て
い
る
。
遠
州
か
ら
の
二
通
の
書
簡
を
受
け
藤
沢
は
、
時
間
が
か
か
り
心
配
し

て

い
た

地
券
下
付
が
よ
う
や
く
確
定
し
た
こ
と
で
、
「
年
来
之
志
願
相
達
し
永
世
活
路

之
基
礎
も
相
立
候
姿
二
而
真
二
大
慶
」
、
「
券
状
落
手
候
上
者
一
日
賀
盃
ヲ
酌
申
度
」
と
、

喜
び
の
気
持
ち
を
林
に
伝
え
た
。

　
宮
崎
か
ら
林
へ
は
直
接
、
地
代
価
上
納
な
し
で
の
地
券
交
付
確
定
の
知
ら
せ
が
六

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
2
）

月
十
六
日
付
で
届
い
て
る
。
同
書
状
で
は
、
他
に
「
向
笠
下
原
御
林
跡
地
」
の
地
券

名
義
に
つ
い
て
も
触
れ
ら
れ
て
い
る
。
林
が
赤
松
か
ら
譲
渡
さ
れ
た
土
地
で
あ
る
が
、

同
地
は
地
元
で
は
前
々
か
ら
権
利
関
係
が
入
り
組
ん
で
お
り
、
混
乱
が
生
じ
る
恐
れ

が

あ
る
の
で
、
ひ
と
ま
ず
赤
松
名
義
で
地
券
を
受
け
取
る
と
い
う
こ
と
に
し
た
ら
し

い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
3
）

　
十
一
月
十
七
日
付
藤
沢
宛
宮
崎
・
三
橋
書
簡
が
伝
え
る
と
こ
ろ
で
は
、
下
付
さ
れ

た
大
久
保
村
字
安
井
谷
開
墾
地
の
地
券
は
、
五
人
の
共
有
者
に
各
三
枚
ず
つ
、
全
十

五
枚
だ

っ

た
。
な
お
、
そ
の
間
、
共
有
者
の
う
ち
矢
田
堀
鴻
が
脱
退
し
た
ら
し
く
、

公
務
出
張
の
つ
い
で
に
遠
州
の
開
墾
地
に
立
ち
寄
っ
た
渡
部
温
は
、
地
券
を
五
名
か

ら
四
名
の
名
義
に
書
き
換
え
る
こ
と
、
ま
た
一
名
一
紙
で
は
な
く
、
四
名
連
記
で
一

紙
に
す
る
よ
う
に
、
訂
正
を
求
め
た
よ
う
だ
。
こ
の
地
券
書
換
問
題
は
、
明
治
八
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⌒
5
4
）

六
月
二
十
八
日
に
四
人
連
名
に
よ
る
新
地
券
が
交
付
さ
れ
落
着
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⌒
5
5
）

　
十
二
月
六
日
付
の
宮
崎
書
簡
は
、
尾
州
の
商
人
か
ら
楮
苗
を
購
入
す
る
こ
と
、
今

年
は
良
否
を
見
定
め
来
年
盛
大
に
取
り
掛
か
る
つ
も
り
で
あ
る
こ
と
な
ど
を
伝
え
て

い

る
。
そ
れ
を
受
け
、
翌
明
治
八
年
（
一
八
七
五
）
一
月
九
日
付
の
宮
崎
・
三
橋
宛

　
　
　
　
　
（
5
6
）

林
・
藤
沢
書
簡
で
は
、
「
同
社
会
議
之
上
一
決
之
廉
」
と
し
て
、
茶
を
凌
駕
す
る
輸
出

利
益

を
見
込
み
、
楮
苗
六
万
本
の
植
付
け
方
針
を
示
し
た
。
何
と
い
っ
て
も
「
開
拓

培
養
モ
茶
ノ
如
く
精
な
ら
す
手
数
も
弐
三
年
を
経
れ
は
多
分
之
収
納
可
有
之
」
と
い

う
効
率
の
良
さ
を
見
込
ん
で
の
目
論
見
で
あ
っ
た
。

　
林
は

藤
沢
に

対
し
、
「
社
中
一
同
」
も
「
遠
州
両
人
」
も
楮
栽
培
に
は
不
案
内
な
の

で
、
着
手
す
る
前
に
遠
州
山
間
部
に
い
る
栽
培
者
か
ら
の
聞
き
取
り
や
九
州
の
知
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
7
）

か

ら
の
情
報
な
ど
を
参
考
に
す
べ
き
だ
と
伝
え
て
い
る
。
さ
ら
に
一
月
十
六
日
に
は
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（
5
8
）

知
人
の

長
野
県
飯
山
町
在
住
の
士
族
石
田
彰
に
書
簡
を
送
り
、
苗
木
の
仕
立
て
方
、

選
び

方
、
植
付
け
の
方
法
、
一
反
歩
あ
た
り
の
植
付
け
株
数
等
々
、
楮
栽
培
の
具
体

的
方
法
の
教
示
を
依
頼
し
た
。
自
分
た
ち
「
東
京
人
」
の
社
中
三
人
は
も
と
よ
り
不

案
内
な
の
で
、
「
製
紙
の
名
所
」
に
住
ん
で
い
る
貴
兄
に
質
問
し
た
、
も
し
自
身
が
返

答
で
き
な
け
れ
ば
心
得
の
あ
る
士
族
・
農
家
に
聞
い
て
も
ら
い
た
い
、
そ
れ
な
り
の

「
骨
折
料
」
は
支
払
い
た
い
と
の
こ
と
だ
っ
た
。
林
は
翌
十
七
日
、
同
じ
質
問
を
知
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
9
）

小
林
重
賢
（
文
周
）
に
も
托
し
て
い
る
。
陸
軍
軍
医
の
小
林
は
、
林
の
門
人
（
私
塾

　
　
　
　
　
　
⌒
6
0
）

存
誠
斎
社
中
の
塾
生
）
、
沼
津
病
院
時
代
の
部
下
で
あ
り
、
さ
ら
に
は
小
倉
出
身
の
同

郷
人
だ

っ

た
た
め
、
九
州
で
の
楮
栽
培
法
の
調
査
を
依
頼
し
た
の
で
あ
る
。
小
林
か

ら
は
、
「
私
郷
里
を
三
里
離
れ
」
た
「
豊
前
河
内
村
辺
」
の
よ
う
す
を
詳
細
に
ま
と
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⌒
6
1
）

た

二
十
一
箇
条
に
わ
た
る
返
答
書
が
届
い
た
よ
う
だ
。

　
一
月
二
十
二
日
付
に
て
、
宮
崎
二
二
橋
か
ら
藤
沢
・
林
に
対
し
、
見
付
滞
在
中
の

名
古
屋
の
商
人
に
楮
苗
買
入
れ
の
談
判
を
行
っ
た
こ
と
、
栽
培
法
に
つ
い
て
も
教
示

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
2
）

を
受
け
た
旨
が
伝
え
ら
れ
た
。
見
付
宿
の
北
方
四
、
五
里
の
地
域
で
は
昔
か
ら
楮
を

栽
培
し
て
い
た
が
、
八
、
九
年
前
か
ら
茶
の
栽
培
に
切
り
替
え
て
し
ま
っ
た
者
が
多

い
。
し
か
し
、
楮
の
取
扱
い
に
熟
達
し
た
者
が
い
る
の
で
差
し
支
え
は
な
い
と
、
東

京
の
二
人
を
安
心
さ
せ
て
い
る
。

　
一
月
三
十
日
と
三
十
一
日
付
で
藤
沢
お
よ
び
「
開
拓
御
社
中
」
宛
に
宮
崎
・
三
橋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
3
）

か

ら
の
楮
苗
購
入
・
植
付
の
見
積
り
書
が
送
ら
れ
た
。
苗
木
は
合
計
二
万
七
千
五
百

本
で
九
十
八
円
五
十
銭
、
植
付
手
数
料
と
苗
木
代
を
合
わ
せ
る
と
一
町
歩
あ
た
り
九

十
円
六
十
銭
と
さ
れ
た
。
宮
崎
の
添
書
に
は
、
「
大
二
低
価
二
而
」
苗
木
を
購
入
で
き

た
こ
と
、
過
日
か
ら
仮
植
を
始
め
た
こ
と
、
「
両
名
」
（
宮
崎
・
三
橋
浪
平
）
は
多
忙

な
た
め
「
茶
楮
両
全
を
得
候
事
難
」
し
い
の
で
、
楮
専
任
の
世
話
方
と
し
て
別
に
宮

崎
盛
宥
を
委
任
し
て
は
ど
う
か
と
い
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
た
。
盛
宥
は
茶
園
の

ほ
う
も
手
伝
っ
て
お
り
、
ま
た
、
壮
年
で
も
あ
り
、
「
別
而
勉
強
も
有
之
、
且
又
其
地

元
住
居
」
と
い
う
こ
と
で
、
適
任
者
と
さ
れ
た
よ
う
だ
。
盛
宥
は
浪
平
の
息
子
で
あ

る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
4
）

　
二
月
二
十
八
日
付
の
開
拓
御
社
中
宛
宮
崎
・
三
橋
書
簡
で
は
、
遠
州
で
は
二
股
村

辺

に
製
紙
を
行
っ
て
い
る
者
が
い
る
が
、
「
水
性
不
適
当
」
の
た
め
「
粗
製
紙
」
し
か

で

き
ず
、
楮
皮
は
美
濃
商
人
が
買
い
取
り
、
「
全
隣
国
の
利
益
」
と
な
っ
て
し
ま
っ
て

い

る
こ
と
、
「
駿
州
は
水
清
冷
」
な
の
で
製
紙
も
「
近
々
上
製
」
に
な
り
、
「
静
岡
士

族
之
内
二
者
紙
製
功
者
も
出
来
」
て
い
る
ら
し
い
こ
と
、
今
年
は
一
町
歩
に
一
万
一
、

二
千
本
程
度
の
苗
木
植
付
を
行
い
、
両
三
年
後
に
は
「
楮
皮
苗
木
両
様
」
の
収
穫
を

も
く
ろ
ん
で
い
る
こ
と
な
ど
を
伝
え
て
い
る
。

　

し
か
し
、
実
際
に
は
楮
苗
の
植
付
は
は
か
ど
ら
な
か
っ
た
ら
し
い
。
三
月
十
五
日

　
　
　
　
　
　
（
6
5
）

付
の
林
宛
宮
崎
書
簡
で
は
、
「
荒
蕪
地
二
而
容
易
二
出
来
不
申
」
、
予
定
し
た
春
中
に
六

万
本
の
苗
を
植
え
る
の
は
無
理
で
あ
り
、
年
内
に
間
に
合
わ
せ
る
と
い
う
こ
と
で
許

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
6
）

し
て
ほ
し
い
と
述
べ
て
い
る
。
九
月
十
一
日
付
で
三
橋
盛
宥
が
赤
松
に
宛
て
た
書
簡

で

は
、
苗
木
四
万
本
の
代
金
一
四
〇
円
、
植
付
入
費
六
〇
円
、
都
合
二
〇
〇
円
を
送
っ

て

ほ

し
い
と
依
頼
し
て
い
る
。
ま
た
、
十
一
月
二
十
三
日
に
は
「
尾
州
津
島
辺
近
在

井
堀
矢
合
両
村
」
の
苗
場
か
ら
二
万
五
千
本
を
買
い
付
け
た
こ
と
な
ど
が
赤
松
に
報

　
　
　
　
　
（
6
7
）

告
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
後
主
任
者
盛
宥
に
よ
っ
て
植
付
が
進
め
ら
れ
た
こ
と
が
わ
か

る
。

　

こ
う
し
て
、
茶
と
楮
の
栽
培
に
つ
い
て
は
実
際
に
着
手
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
新

た

な
産
物
の
探
求
は
さ
ら
に
続
い
て
い
た
ら
し
い
。
八
年
四
月
二
十
五
日
、
小
田
原

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
8
）

か

ら
赤
松
が
林
に
送
っ
た
書
簡
に
は
、
同
地
で
足
柄
県
令
柏
木
忠
俊
に
会
っ
て
雑
談

し
た
際
、
話
が
開
拓
の
こ
と
に
及
び
、
伊
豆
諸
島
の
椿
の
種
を
取
り
寄
せ
る
こ
と
を

依
頼
し
た
と
あ
る
。

　

さ
て
、
肝
心
の
茶
の
ほ
う
で
あ
る
が
、
明
治
八
年
、
ア
メ
リ
カ
へ
の
輸
出
が
も
ち

か

け
ら
れ
る
。
一
月
二
十
三
日
付
で
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
佐
藤
百
太
郎
が
山
村
惣
三
郎

　
　
　
　
　
（
6
9
）

に

宛
て
た

手
紙
が
発
端
で
あ
ろ
う
。
佐
藤
百
太
郎
（
一
八
五
三
～
一
九
一
〇
）
は
佐

倉
順
天
堂
の
二
代
目
塾
主
佐
藤
尚
中
の
子
で
、
慶
応
三
年
（
一
八
六
七
）
に
渡
米
し

　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
0
）

貿
易
に
携
わ
っ
て
い
た
。
林
洞
海
は
佐
藤
尚
中
の
義
兄
、
山
村
惣
三
郎
は
義
弟
で
あ

り
、
百
太
郎
に
と
っ
て
は
伯
（
叔
）
父
に
あ
た
る
。
「
日
本
よ
り
米
国
二
参
る
茶
は
皆
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横
浜
の

異
人
之
手
二
而
再
ひ
釜
二
は
ゐ
り
香
を
強
く
し
て
后
米
国
二
輸
り
候
也
」
「
日

本
茶
商
人
は
皆
横
浜
の
異
人
二
売
り
候
事
な
れ
者
自
然
と
茶
価
高
直
二
な
り
横
浜
異

人
二
む
た
な
利
を
得
ら
れ
候
」
「
横
浜
異
人
の
手
を
へ
す
私
迄
送
り
二
相
成
候
へ
者
今

ま
て
の
外
国
人
の
利
者
製
茶
家
井
二
茶
商
二
落
可
申
」
と
い
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て

い

た
。
す
な
わ
ち
横
浜
の
外
国
商
人
の
手
を
経
ず
直
輸
出
す
る
こ
と
を
勧
め
て
い
る

の

で

あ
る
。
そ
し
て
ア
メ
リ
カ
で
現
在
売
ら
れ
て
い
る
日
本
茶
の
見
本
を
送
る
の
で
、

林
洞
海
は

じ
め
茶
を
生
産
し
て
い
る
親
類
・
知
己
の
者
に
実
益
を
説
き
、
見
本
の
よ

う
な
茶
の
製
造
を
検
討
し
て
ほ
し
い
と
頼
ん
で
い
る
。

　
赤
松
則

良
の
親
類
（
母
の
実
家
）
で
あ
る
武
州
黒
須
村
の
繁
田
武
兵
衛
が
三
月
十

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⌒
7
1
）

四

日
付
で
林
に
送
っ
た
書
簡
か
ら
は
、
佐
藤
百
太
郎
が
送
っ
て
き
た
見
本
が
繁
田
に

送

ら
れ
、
同
地
の
製
茶
有
志
に
よ
っ
て
試
製
が
検
討
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
繁
田

は
、
「
中
途
二
而
異
人
二
利
を
し
め
ら
れ
候
儀
ハ
残
念
」
と
述
べ
、
仲
間
と
と
も
に

「茶
製
買
入
会
社
」
の
設
立
を
計
画
し
て
お
り
、
赤
松
に
も
会
社
規
約
案
を
送
付
し
た

と
い
う
。
繁
田
武
平
（
武
兵
衛
・
満
義
、
一
八
四
五
～
一
九
二
〇
）
は
、
埼
玉
県
入

間
郡
黒
須
村
（
現
入
間
市
）
の
豪
農
で
、
名
主
・
戸
長
・
県
会
議
員
な
ど
を
歴
任
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
2
）

幕
末
期

よ
り
茶
業
に
取
り
組
ん
で
き
た
人
で
あ
る
。
こ
の
年
七
月
、
茶
の
直
輸
出
を

目
的
に
近
隣
の
二
十
九
名
の
有
志
と
と
も
に
狭
山
会
社
を
設
立
、
自
ら
社
長
と
な
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
3
）

た
。
も
ち
ろ
ん
、
同
社
の
茶
を
ア
メ
リ
カ
で
販
売
し
た
の
は
佐
藤
百
太
郎
で
あ
る
。

　
繁
田
が
同
郷
の
諸
井
与
八
ら
と
と
も
に
東
京
の
赤
松
を
訪
ね
、
「
狭
山
会
社
ノ
事
」

を
談
じ
た
の
は
四
月
七
日
の
こ
と
だ
っ
た
。
同
月
二
十
八
日
か
ら
五
月
六
日
ま
で
、

　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
4
）

赤
松

は
見
付
に
滞
在
し
た
。
見
付
で
は
茶
園
の
よ
う
す
を
見
分
す
る
と
と
も
に
、
佐

藤
か

ら
送
ら
れ
た
茶
の
見
本
を
宮
崎
ら
に
渡
し
た
ら
し
い
。
赤
松
か
ら
受
け
取
っ
た

見
本
に

対
し
、
宮
崎
は
、
「
実
二
大
洋
を
渡
り
而
も
名
茶
は
名
茶
二
而
米
人
之
好
む
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
5
）

之
巧
者
二
者
恐
入
候
」
と
林
に
述
べ
て
い
る
。

　
林
洞
海
自
身
も
輸
出
用
の
製
茶
に
は
即
座
に
関
心
を
示
し
、
行
動
し
た
。
ち
ょ
う

ど
一
時
帰
国
し
て
い
た
佐
藤
百
太
郎
と
と
も
に
、
十
一
月
十
日
か
ら
十
四
日
に
か
け

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
6
）

狭
山
を
視
察
し
た
の
で
あ
る
。
同
行
者
は
他
に
百
太
郎
の
弟
錬
。
出
発
は
十
時
頃
、

東
京

四
番
町
の
自
宅
か
ら
「
手
馬
」
と
馬
車
を
乗
り
継
ぎ
、
所
沢
を
経
て
黒
須
村
の

繁
田
武
平
宅
に
着
い
た
の
は
午
後
四
時
だ
っ
た
。
繁
田
武
平
は
、
「
其
村
の
戸
長
に
て

家
も
富
栄
へ
狭
山
の
一
郷
に
て
は
家
も
人
も
指
を
折
て
数
ふ
る
も
の
に
て
有
ケ
る
」

と
の
評
判
だ
っ
た
。
同
村
の
諸
井
与
八
・
水
村
喜
右
衛
門
、
小
谷
田
村
の
増
田
勘
右

衛
門
（
い
ず
れ
も
狭
山
会
社
の
発
起
人
）
が
来
て
茶
の
こ
と
を
話
し
た
。
林
が
遠
州

に

あ
る
自
分
と
山
村
の
茶
園
で
来
年
春
、
狭
山
方
式
の
製
茶
を
行
い
た
い
と
の
意
向

を
洩
ら
し
た
と
こ
ろ
、
賛
同
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。
焙
炉
師
な
ど
職
人
派
遣
に
伴

う
旅
費
・
滞
在
費
、
道
具
の
運
送
費
な
ど
の
見
積
り
も
得
ら
れ
た
。
翌
十
一
日
は
小

谷

田
村
増
田
勘
右
衛
門
方
の
焙
炉
場
を
見
学
、
同
村
の
増
田
三
平
の
発
明
に
か
か
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
7
）

三
平
蒸
籠
や
水
汲
み
の
労
を
省
く
た
め
地
面
に
埋
め
た
桶
な
ど
に
注
目
し
て
い
る
。

十
二
日
は
、
林
が
思
い
付
い
た
三
平
蒸
籠
の
改
造
案
を
増
田
に
示
し
た
後
、
入
間
川

河
畔
の
水
車
を
視
察
、
夜
半
に
は
百
太
郎
と
の
面
談
に
や
っ
て
来
た
熊
谷
県
官
吏
を

繁
田
家
に
迎
え
た
。
十
三
日
、
天
保
三
年
建
立
の
重
關
茶
場
碑
を
見
て
、
増
田
三
平

の

茶
園
や
「
狭
山
茶
の
本
場
」
と
も
い
う
べ
き
坊
村
の
茶
畑
を
視
察
、
土
質
分
析
の

た

め

二
箇
所
の
土
を
採
取
し
た
。
東
京
に
も
ど
っ
た
の
は
十
四
日
午
後
三
時
頃
だ
っ

（7
8
）た

。
な
お
、
持
ち
帰
っ
た
二
箇
所
の
土
は
、
翌
年
春
に
「
須
倭
姪
児
氏
農
家
舎
密
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
9
）

法
」
に
よ
っ
て
分
析
を
行
い
、
図
表
に
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
0
）

　
一
方
、
宮
崎
・
三
橋
浪
平
が
藤
沢
に
送
っ
た
八
年
七
月
二
日
付
の
書
簡
に
は
、
「
当

国
者
皇
国
中
茶
樹
多
き
事
第
壱
等
二
居
候
様
二
国
人
申
居
候
、
且
此
両
三
年
味
方
原

金

谷
相
良
辺
二
植
付
候
小
茶
園
無
数
二
候
間
、
五
六
年
之
後
当
国
繁
昌
可
致
と
奉
存

候
、
既
二
当
年
者
当
国
よ
り
出
候
製
茶
金
高
百
七
八
拾
万
円
二
至
り
可
申
と
の
概
算

二
有
之
候
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
頃
遠
州
全
体
で
製
茶
ブ
ー
ム
が
起
こ
っ
て
い

た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
林
に
「
当
地
御
遊
覧
ゆ
る
ゆ
る
御
来
車
」
を
誘
っ
た
十

　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
8
1
）

一
月
二
十
八
日
付
宮
崎
書
簡
か
ら
は
、
「
皇
国
産
之
第
一
等
生
糸
蚕
紙
は
大
二
声
価
を

失
ひ
桑
畑
二
尽
力
之
者
気
之
毒
二
御
座
候
、
第
二
等
な
る
茶
二
至
り
而
者
い
ま
た
少

し
も
景
気
を
不
失
益
々
盛
大
」
云
々
と
あ
り
、
景
気
の
良
さ
に
自
信
た
っ
ぷ
り
の
よ

う
す
が
う
か
が
え
る
。
来
春
の
来
駕
の
際
に
は
「
年
来
之
功
者
」
で
あ
る
と
い
う
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「
黒
須
之

人
」
を
同
伴
す
る
よ
う
林
に
依
頼
し
た
の
は
、
十
二
月
七
日
付
の
宮
崎
の
手

⌒8
2
）

紙
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
狭
山
の
製
茶
法
導
入
の
話
は
、
事
前
に
林
・
赤
松
の
側
か
ら

も
ち
か
け
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
そ

し
て
、
九
年
三
月
三
十
日
、
ち
ょ
う
ど
官
を
辞
し
暇
に
な
っ
た
林
は
遠
州
を
訪

れ
、
自
分
の
茶
園
の
景
況
を
確
認
す
る
と
と
も
に
、
「
園
長
」
ら
（
宮
崎
二
二
橋
ら
の

こ
と
）
に
狭
山
製
茶
法
の
導
入
を
説
い
た
。
し
か
し
園
長
ら
は
「
心
窺
二
服
せ
す
、

遠
州
茶
の
紅
色
を
帯
る
は
土
質
に
よ
る
こ
と
な
り
、
宇
治
の
法
を
以
て
製
し
て
す
ら

其
色

を
変
せ
す
、
況
や
田
舎
の
一
法
、
恐
ら
く
は
徒
二
費
用
を
つ
ひ
や
す
の
ミ
」
と

考
え
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
現
場
の
人
々
は
、
遠
州
茶
の
色
が
悪
い
の
は
、
土
質
に

原

因
が
あ
る
の
で
あ
っ
て
、
製
法
を
変
え
て
み
て
も
無
駄
で
あ
る
と
思
っ
て
い
た
の

で

あ
る
。
か
ね
て
か
ら
の
打
ち
合
わ
せ
通
り
、
狭
山
会
社
か
ら
十
三
名
の
製
茶
師
が

見

付
に
到
着
し
た
の
は
四
月
二
十
五
日
の
こ
と
だ
っ
た
。
二
十
八
日
に
は
林
の
個
人

持

ち
の
茶
園
（
場
所
は
見
付
宿
字
原
木
坂
）
で
製
茶
の
実
演
を
開
始
し
た
。
そ
れ
を

見
に

集
っ
た
人
々
の
中
で
は
「
誹
誘
百
出
」
し
た
。
し
か
し
、
見
付
宿
の
酒
造
家
で

林

ら
の
茶
の
販
売
に
関
わ
っ
て
い
た
前
島
岐
一
（
屋
号
松
風
屋
）
は
、
「
其
製
法
の
簡

便
二
し
て
入
費
少
く
而
し
て
製
し
出
す
所
の
茶
は
皆
真
緑
二
し
て
一
点
の
紅
色
を
帯

ひ

さ
る
」
と
い
う
結
果
に
驚
嘆
、
感
心
し
て
や
ま
な
か
っ
た
。
三
日
目
に
は
こ
う
し

て

製

し
た
茶
を
半
斤
ず
つ
壷
に
入
れ
、
林
厚
徳
浜
松
県
令
と
石
黒
参
事
に
贈
り
、
「
全

県
の
製
法
を
改
正
せ
ん
」
と
の
希
望
を
伝
え
る
こ
と
に
し
た
。
前
島
は
、
コ
昨
七
年

の

暮

よ
り
八
年
の
春
に
及
ん
て
金
融
の
塞
塞
甚
敷
、
駅
の
内
外
皆
人
色
な
か
り
し
も

茶
葉
漸
く
出
る
に
及
ん
て
金
銀
の
出
入
大
二
融
通
し
て
僅
に
其
究
迫
を
ま
ぬ
か
れ
し

は

全

く
茶
葉
の
徳
に
よ
る
こ
と
に
て
、
其
元
を
尋
ぬ
れ
者
君
等
の
徳
な
り
」
と
、
林

ら
の
手
に
な
る
茶
業
が
地
域
経
済
に
与
え
た
効
果
の
大
き
さ
を
賞
賛
し
た
。
林
は
、

そ
の
賛
辞
は
自
分
に
は
当
た
ら
な
い
と
し
な
が
ら
も
、
さ
す
が
に
嬉
し
か
っ
た
の
で

あ
ろ
う
、
「
土
人
中
能
く
此
言
を
な
す
者
あ
る
は
亦
歓
喜
二
堪
へ
さ
る
な
り
」
と
、
東

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⌒
8
3
）

京
に
も
ど
っ
た
後
の
五
月
八
日
、
「
茶
農
漫
録
」
に
記
し
て
い
る
。

　
勧
業
政
策
を
推
進
す
る
立
場
に
あ
っ
た
浜
松
県
と
し
て
も
、
林
か
ら
の
狭
山
製
茶

法
の
導
入
意
見
は
渡
り
に
船
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
県
庁
内
で
は
見
本
に
送
ら
れ
た

狭

山
製
法
の
茶
が
「
品
位
隔
絶
」
で
あ
る
こ
と
に
驚
き
、
県
令
も
「
感
賞
」
し
た
と

い

う
。
早
速
、
福
永
大
属
と
三
方
原
開
墾
の
責
任
者
気
賀
林
（
一
八
一
〇
～
八
三
）

ら
が
林
の
茶
園
に
派
遣
さ
れ
、
狭
山
製
茶
師
の
う
ち
両
三
名
に
三
方
原
ま
で
来
て
も

ら
い
実
演
し
て
ほ
し
い
と
の
交
渉
が
な
さ
れ
た
。
林
は
東
京
へ
帰
っ
た
後
だ
っ
た
の

で
、
宮
崎
が
対
応
、
そ
の
求
め
に
応
じ
る
こ
と
に
し
た
。
赤
松
・
林
・
山
村
の
諸
氏

が
狭

山
方
式
の
製
茶
法
導
入
を
図
っ
た
の
は
、
決
し
て
二
人
一
箇
の
利
益
」
の
た

め
で
は
な
く
、
「
当
管
下
一
般
之
茶
製
造
之
利
不
利
を
察
し
品
位
を
一
変
し
貿
易
上
本

然

を
得
せ
し
め
ん
と
の
為
」
に
し
て
い
る
こ
と
な
の
で
、
県
庁
の
依
頼
に
応
じ
る
の

は
当
然
で
あ
る
と
い
う
の
が
、
宮
崎
の
返
答
だ
っ
た
。
狭
山
か
ら
来
て
い
た
小
林
定

右
衛

門
・
須
田
源
右
衛
門
ら
に
相
談
し
た
と
こ
ろ
、
よ
ろ
こ
ん
で
三
方
原
に
赴
く
と

の

こ
と
だ
っ
た
の
で
、
見
付
で
の
十
日
間
の
予
定
を
八
日
間
に
変
更
し
、
五
月
五
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
4
）

に

三
方
原
に
出
発
、
八
日
ま
で
同
地
で
製
造
を
行
う
こ
と
に
し
た
。

　
三
方
原
で

も
狭
山
の
製
茶
師
た
ち
は
大
活
躍
だ
っ
た
よ
う
で
、
三
橋
浪
平
・
盛
宥

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
5
）

父
子
が

林
に

宛
て

た
手
紙
に
は
「
狭
山
製
人
も
此
度
は
県
公
之
依
頼
を
受
け
大
天
狗

之
様
子
」
云
々
と
報
じ
て
い
る
。

　
そ

の

後
も
、
遠
州
か
ら
狭
山
へ
伝
習
生
を
派
遣
す
る
な
ど
、
先
進
地
狭
山
と
の
つ

な
が
り
は
続
い
た
。
房
吉
と
い
う
者
が
狭
山
に
製
茶
伝
習
に
派
遣
さ
れ
た
よ
う
で
、

も
ど
っ
た
後
、
早
速
研
修
の
成
果
を
実
演
し
て
見
せ
、
八
日
間
で
一
〇
〇
斤
ほ
ど
製

し
、
仕
上
が
り
は
「
随
分
上
製
」
だ
っ
た
と
の
こ
と
。
三
橋
盛
宥
も
、
以
前
伝
習
を

受

け
た
上
、
さ
ら
に
房
吉
に
質
問
し
な
が
ら
自
ら
試
み
、
か
な
り
上
達
し
た
ら
し
い
。

従
っ
て
、
安
井
谷
共
同
茶
園
の
製
茶
に
つ
い
て
は
盛
宥
が
担
当
で
き
る
の
で
、
房
吉

の

ほ
う
は
林
・
山
村
茶
園
に
専
属
的
に
従
事
さ
せ
て
も
大
丈
夫
で
あ
る
旨
が
浪
平
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⌒
8
6
）

ら
林
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
「
追
々
遠
地
の
茶
狭
山
の
右
二
出
る
事
疑
ひ
無
を
信
し
申

（8
7
）

候
」
と
い
う
宮
崎
の
言
葉
に
は
、
今
後
へ
の
自
信
が
あ
ふ
れ
て
い
る
。
宮
崎
の
自
信

は
、
や
が
て
周
辺
の
「
園
持
」
や
「
茶
商
有
志
」
を
結
集
し
、
横
浜
へ
の
運
送
な
ど

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
魍

を
行
う
「
盤
田
社
」
と
い
う
結
社
の
設
立
を
構
想
す
る
ま
で
に
発
展
し
た
よ
う
だ
。
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翌
十
年

（
一
八
七
七
）
に
も
狭
山
会
社
か
ら
の
製
茶
師
招
聰
が
計
画
さ
れ
た
よ
う

で
、
二
月
十
四
日
付
の
狭
山
会
社
宛
宮
崎
依
頼
状
お
よ
び
十
五
日
付
林
・
山
村
宛
宮

　
　
（
8
9
）

崎
書
簡
に
は
、
四
月
二
十
七
日
か
ら
五
月
十
日
ま
で
の
十
四
日
間
の
予
定
で
職
人
二

十
五
名
を
招
き
、
「
御
両
家
」
（
林
・
山
村
茶
園
）
、
「
旭
野
」
（
赤
松
の
茶
園
か
）
、
「
安

井
谷
」
（
共
同
茶
園
）
の
三
箇
所
で
実
施
、
房
吉
他
地
元
の
四
、
五
名
が
伝
習
を
志
願

す
る
予
定
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
、
狭
山
の
製
茶
職
人
を
派
遣
す
る
際
に
は
、

同
地
で
生
産
さ
れ
る
「
二
夕
子
縞
木
綿
」
を
持
参
し
て
遠
州
で
販
売
さ
せ
れ
ば
「
往

返
之
路
費
位
」
は
稼
げ
、
経
費
を
節
約
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
い
っ
た
提
案
が
繁

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
0
）

田
か
ら
林
に
示
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⌒
9
1
）

　
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
に
も
ど
っ
た
佐
藤
百
太
郎
か
ら
、
九
年
七
月
二
十
三
日
付
の
手
紙

が

八
月
二
十
七
日
に
林
・
山
村
の
も
と
に
届
い
た
。
そ
れ
に
は
、
「
盤
田
園
」
す
な
わ

ち
遠
州
の
茶
園
か
ら
送
っ
た
茶
が
無
事
届
い
た
こ
と
、
そ
の
品
質
は
「
至
極
宜
敷
」
、

「
当
国
二
参
候
茶
二
比
候
得
者
中
等
の
極
上
二
当
り
候
位
」
、
「
相
場
は
大
抵
卸
し
日
本

金
二
直
し
六
拾
銭
、
百
二
十
匁
位
」
で
あ
る
こ
と
な
ど
が
記
さ
れ
て
い
た
。
同
書
簡

中
の
、
「
巳
後
如
此
き
品
計
り
参
候
へ
者
金
モ
ウ
ケ
ニ
な
り
ま
す
」
、
「
私
も
無
事
日
々

勉
強
仕
居
候
、
商
売
は
実
二
不
景
気
、
別
而
私
の
如
き
無
資
本
の
商
は
困
り
ま
す
、

今
少
し
つ
、
け
る
丈
ケ
し
ん
ほ
う
し
て
見
ま
す
」
と
い
う
一
節
は
口
語
体
で
あ
り
、

ア
メ
リ
カ
暮
ら
し
が
長
い
百
太
郎
な
ら
で
は
の
文
章
表
現
な
の
だ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
2
）

　
十
月
二
十
二
日
付
の
百
太
郎
か
ら
の
次
の
書
簡
が
林
・
山
村
宛
に
届
い
た
の
は
十

二
月
七
日
。
今
回
送
ら
れ
て
き
た
「
磐
田
園
製
茶
三
箱
」
を
売
捌
い
た
の
で
、
運
賃
．

手
数
料
を
差
し
引
い
た
代
金
を
為
替
に
て
送
る
と
の
内
容
だ
っ
た
。
「
葉
色
葉
の
形
者

火
加
減
共
至
て
上
出
来
二
御
座
候
、
已
後
此
様
二
御
作
り
御
廻
し
被
相
成
候
へ
者
多

少
利
益
可
有
之
候
、
品
位
も
此
度
之
分
ハ
至
而
極
上
二
而
是
よ
り
下
落
二
相
成
候
へ
者

相
場
宜
敷
無
之
、
引
続
き
利
益
を
得
る
に
者
余
計
二
茶
園
を
増
す
よ
り
は
其
働
き
を

以
て

製
法
二
注
意
致
候
方
勘
定
二
可
有
之
」
と
も
記
さ
れ
て
お
り
、
今
後
は
茶
園
を

広
げ
る
よ
り
も
現
在
の
高
品
位
を
維
持
し
て
い
く
ほ
う
が
利
益
に
つ
な
が
る
と
ア
ド

バ

イ
ス
し
て
い
る
。
文
末
は
、
「
小
生
当
地
着
後
フ
ロ
ン
ト
ス
ト
リ
ー
ト
九
十
七
番
二

開
店
仕
り
居
、
右
場
所
者
茶
商
人
集
り
居
り
候
処
二
而
問
屋
卸
シ
店
計
り
二
御
座
候
間
、

小
売
は
致
不
申
候
、
狭
山
茶
も
火
入
加
減
の
悪
敷
為
二
相
場
の
下
落
二
者
引
合
兼
申

候
」
と
結
ば
れ
て
お
り
、
百
太
郎
が
茶
を
専
門
に
扱
う
商
人
街
に
店
を
構
え
、
遠
州

だ

け
で
な
く
狭
山
茶
も
引
き
受
け
て
い
た
よ
う
す
が
う
か
が
え
る
。
ア
メ
リ
カ
で
の

成
功
を
夢
見
る
百
太
郎
は
ま
だ
二
十
歳
を
越
え
た
ば
か
り
で
あ
っ
た
が
、
日
本
の
親

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
3
）

類
・
知
己
と
の
間
で
は
、
互
い
に
期
待
す
る
と
こ
ろ
が
大
き
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
狭
山
製
茶
法
の
導
入
や
ア
メ
リ
カ
へ
の
輸
出
と
い
っ
た
出
来
事
は
、

赤
松
・
林
ら
の
茶
園
が
軌
道
に
乗
り
始
め
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
が
、
ほ
ぼ
時
を

同
じ
く
し
て
茶
園
の
維
持
体
制
そ
の
も
の
に
つ
い
て
も
大
き
な
変
化
が
あ
っ
た
。
九

年
五
月
末
、
林
・
赤
松
・
藤
沢
・
渡
部
が
東
京
で
集
会
、
そ
の
席
上
林
は
遠
州
で
の

視

察
結
果
を
報
告
し
た
。
良
好
な
茶
園
の
よ
う
す
に
「
一
同
大
歓
ひ
、
所
得
金
を
も

見

る
へ
き
時
節
近
附
候
故
、
社
中
之
勢
大
二
盛
二
御
座
候
」
と
、
林
は
東
京
の
園
主

た
ち
の
喜
び
ぷ
り
を
宮
崎
に
報
じ
て
い
る
。
ま
た
、
「
起
業
之
節
」
に
作
成
し
た
「
条

約
書
」
は
、
そ
の
後
の
「
社
員
多
く
脱
社
」
、
「
今
は
只
四
人
」
の
み
と
い
う
現
状
と

合

わ
な
く
な
っ
て
い
る
の
で
、
改
正
の
必
要
が
あ
る
と
い
う
意
見
が
出
さ
れ
、
赤
松

が

新
条
約
案
の
起
草
を
担
当
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
れ
に
伴
い
、
資
金
・
帳
簿
の

管
理
や
一
年
一
度
の
現
地
見
廻
り
を
「
年
番
」
で
担
当
す
る
こ
と
も
決
め
ら
れ
、
今

年

四
月
か
ら
一
年
間
は
林
が
年
番
と
さ
れ
た
。
さ
ら
に
三
橋
父
子
に
は
茶
・
楮
畑
開

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
4
）

拓
起
業
以
降
の
支
出
明
細
帳
の
作
成
が
依
頼
さ
れ
て
い
る
。

　
安
井
谷
の
四
人
共
同
茶
園
に
関
し
て
は
、
主
管
者
は
三
橋
浪
平
・
盛
宥
父
子
で
あ

り
、
宮
崎
泰
道
は
相
談
に
乗
る
程
度
で
あ
っ
た
と
い
う
が
、
条
約
改
正
に
伴
い
改
め

て

「
監
事
」
の
兼
任
を
委
嘱
さ
れ
た
よ
う
で
、
こ
れ
ま
で
の
努
力
に
感
謝
し
て
四
人

か

ら
贈
ら
れ
た
「
彩
多
之
賜
物
」
に
対
す
る
礼
と
と
も
に
、
こ
れ
か
ら
も
「
永
久
繁

昌
」
を
期
し
て
い
き
た
い
と
決
意
の
ほ
ど
を
、
七
月
五
日
付
の
書
簡
で
林
に
伝
え
て

　
（
9
5
）

い
る
。

　
な
お
、
実
際
に
安
井
谷
共
有
茶
園
の
条
約
改
正
が
行
わ
れ
た
の
は
、
十
二
月
だ
っ

た
。
ま
ず
十
月
、
赤
松
作
成
の
草
案
を
赤
松
邸
に
お
い
て
六
人
（
赤
松
・
林
・
藤
沢
・
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渡
部
・
宮
崎
二
二
橋
浪
平
）
が
審
議
し
、
十
一
月
四
日
に
は
再
度
協
議
し
た
。
二
回

目
の
会
議
は
林
邸
で
行
わ
れ
、
洞
海
の
息
子
林
紀
も
加
わ
っ
た
。
こ
う
し
て
六
通
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
6
）

新
条
約
書
が
清
書
さ
れ
、
各
人
が
一
通
ず
つ
保
管
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
明
治
九
年

十
二
月
付
で
作
成
さ
れ
た
新
条
約
は
、
「
静
岡
県
下
遠
江
国
豊
田
郡
大
久
保
村
内
字
安

井
谷
地
所
共
有
ノ
約
定
」
と
題
さ
れ
、
全
十
五
条
か
ら
成
っ
て
い
た
。
八
十
七
町
四

反
六
畝
十
三
歩
の
山
林
・
開
墾
切
開
地
を
組
合
四
名
で
分
割
す
る
こ
と
な
く
「
永
代

共
有
」
す
る
こ
と
、
年
番
は
書
類
を
預
か
り
金
銭
出
納
な
ど
一
切
の
事
務
を
担
当
し
、

年
一
回
の
見
廻
り
を
行
う
こ
と
、
三
月
三
十
一
日
で
諸
勘
定
の
精
算
を
行
う
こ
と
、

四
月
の
第
二
日
曜
日
に
会
議
を
開
き
年
番
の
交
代
を
す
る
こ
と
（
順
番
は
明
治
九
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
7
）

林
、
十
年
渡
部
、
十
一
年
赤
松
、
十
二
年
藤
沢
と
す
る
）
と
い
っ
た
内
容
で
あ
る
。

　
ま
た
、
十
年
（
一
八
七
七
）
三
月
に
は
、
「
園
長
井
監
察
心
得
」
全
八
条
が
制
定
さ

れ
た
。
園
長
は
三
橋
浪
平
、
監
察
と
は
宮
崎
泰
道
の
こ
と
で
あ
る
。
三
月
三
十
一
日

ま
で
に
そ
の
年
度
の
精
算
表
を
東
京
の
年
番
に
送
る
こ
と
、
「
予
算
年
費
金
」
は
二
人

立
会
い
の
も
と
前
島
岐
一
に
預
け
る
こ
と
、
収
入
金
は
詳
細
に
統
計
表
に
記
入
す
る

こ
と
、
新
規
着
手
の
事
業
に
つ
い
て
は
必
ず
二
人
が
相
談
す
る
こ
と
、
年
給
は
三
橋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
8
）

は

純
益
金
の

一
割
、
宮
崎
は
二
分
五
厘
と
す
る
こ
と
な
ど
が
そ
の
主
な
内
容
で
あ
る
。

ま
た
、
「
年
費
予
算
表
」
「
年
費
総
計
表
」
「
収
入
金
総
計
表
」
「
受
払
計
算
表
」
「
製
茶

諸
費
受
払
計
算
表
」
「
製
茶
高
報
告
表
」
「
製
茶
売
払
計
算
表
し
「
純
益
計
算
表
」
「
製

茶
純
益
計
算
表
」
と
い
う
九
種
類
の
表
の
作
成
が
求
め
ら
れ
、
そ
の
書
式
が
示
さ
れ

（9
9
）

た
。　

こ
う
し
て
、
共
有
茶
園
の
経
営
体
制
が
整
備
さ
れ
る
一
方
、
思
わ
ぬ
ほ
こ
ろ
び
が

表
れ
始
め
た
。
明
治
十
年
九
月
二
十
日
、
藤
沢
次
謙
は
安
井
谷
共
有
地
の
う
ち
自
分

の

分
に

あ
た
る
二
十
一
町
八
反
六
畝
五
十
三
歩
を
五
〇
〇
円
で
他
の
三
人
に
売
り
渡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⌒
伽
）

し
、
組
合
を
脱
退
し
た
の
で
あ
る
。
藤
沢
は
元
老
院
少
書
記
官
と
し
て
一
〇
〇
円
の

給
料

を
得
る
立
場
に
い
な
が
ら
、
な
ぜ
か
負
債
に
苦
し
み
、
大
鳥
圭
介
を
通
じ
て
勝

海
舟
に

援
助

を
求
め
る
な
ど
、
こ
の
頃
非
常
に
経
済
的
に
窮
乏
し
て
い
た
。
そ
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
皿
）

同
年
十
月
に
は
官
も
辞
し
、
以
後
放
浪
の
生
活
を
続
け
る
こ
と
に
な
る
。

　
藤
沢
の
姪
今
泉
み
ね
は
、
「
御
維
新
後
、
を
じ
は
静
岡
で
茶
畑
を
買
ひ
ま
し
た
。
恐

ら
く
あ
そ
こ
の
茶
畑
は
を
じ
が
最
初
で
ご
ざ
い
ま
せ
う
。
い
ろ
ん
な
人
が
大
ぜ
い
で

組
ん
で
や
つ
た
ら
し
い
の
で
す
け
れ
ど
、
何
し
ろ
生
活
に
は
な
れ
な
い
の
で
下
手
で

す

し
、
そ
の
中
に
は
正
直
な
人
ば
か
り
も
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
、
人
の
い
、
も
の
は
負

で

ご
さ
い
ま
す
。
を
じ
は
こ
の
茶
畑
で
大
分
困
つ
た
様
で
し
た
。
元
老
院
を
引
い
て

か

ら
も
、
借
家
だ
け
れ
ど
大
き
な
お
う
ち
に
は
ひ
つ
て
絵
ば
か
り
画
い
て
ゐ
ま
し
た
。

何

を
し
て
も
た
べ
る
事
に
は
困
ら
な
い
や
う
な
才
を
も
つ
て
ゐ
ま
し
た
が
、
何
し
ろ

子
供

は
大
勢
な
う
へ
に
そ
の
茶
畑
の
借
金
が
大
へ
ん
で
し
た
か
ら
、
楽
で
は
ご
ざ
い

　
　
　
　
　
（
皿
）

ま
せ
ん
で
し
た
」
と
述
べ
て
い
る
が
、
他
の
三
人
と
は
違
い
何
故
藤
沢
だ
け
が
負
債

を
負
っ
た
の
か
の
説
明
に
は
な
っ
て
い
な
い
。

　
　
　
　
　
（
皿
）

　
赤
松
の
日
記
に
は
、
九
月
中
旬
、
藤
沢
よ
り
「
負
債
ノ
タ
メ
近
々
身
代
限
処
分
出

願
之

筈
二
付
、
安
井
谷
共
有
ノ
地
ハ
兼
テ
用
立
タ
ル
金
額
五
百
円
ニ
テ
譲
渡
シ
タ
ル

格
二
致
し
度
」
と
い
う
相
談
が
あ
り
、
ま
た
将
来
身
代
が
立
ち
直
っ
た
際
に
は
再
び

入
社
さ
せ
て
ほ
し
い
と
い
う
希
望
が
示
さ
れ
、
い
ず
れ
も
了
承
し
た
こ
と
が
記
さ
れ

て

い

る
。
藤
沢
は
、
遠
州
茶
園
で
失
敗
し
た
と
い
う
よ
り
も
、
他
で
作
っ
た
負
債
が

原
因
で
開
拓
地
を
手
放
し
た
の
で
あ
る
。

　
さ
て
、
明
治
十
一
年
（
一
八
七
八
）
以
降
の
経
過
を
抜
き
出
せ
ぱ
、
十
一
年
林
・

山
村
個
人
所
有
の
茶
園
の
管
理
に
つ
い
て
近
藤
峯
松
が
「
七
分
三
分
の
割
合
」
で
契

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
脳
）

約
更
新
し
た
ら
し
い
こ
と
、
同
年
三
橋
の
家
宅
・
浴
場
・
馬
屋
・
厩
・
製
茶
場
・
井

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
些

戸
な
ど
の
修
築
に
つ
い
て
共
有
組
合
に
対
し
出
金
請
求
が
な
さ
れ
た
こ
と
、
十
二
年

（
一
八
七
九
）
楮
圃
に
茶
種
を
蒔
付
け
る
な
ど
、
楮
を
茶
へ
切
り
替
え
る
動
き
が
始
ま
っ

　
　
　
　
　
（
燗
）

た

ら
し
い
こ
と
、
十
三
年
（
一
八
八
〇
）
「
磐
田
園
」
茶
園
の
報
告
を
山
村
鑑
太
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
痂
）

（惣
三
郎
の
子
鑑
一
の
こ
と
か
）
が
林
宛
に
送
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
山
村
家
が
遠
州

に

移
住
し
た
ら
し
い
こ
と
、
十
四
年
（
一
八
八
一
）
二
月
九
日
安
井
谷
で
山
火
事
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
爾
）

発

生
、
茶
畑
に
被
害
が
及
ん
だ
こ
と
、
十
五
年
（
一
八
八
二
）
「
傭
銭
摘
銭
」
昂
騰
の

た

め

安
井
谷
茶
園
を
第
三
者
に
「
貸
与
」
「
貸
付
」
す
る
と
い
う
案
が
三
橋
か
ら
出
さ

　
　
　
　
　
（
㎜
）

れ

て

い

る
こ
と
、
等
々
で
あ
る
。
参
考
の
た
め
明
治
十
二
年
度
の
安
井
谷
共
有
茶
園
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　　第108集2003年10月

の

収
支
表
を
掲
げ
て
お
こ
う
。

明治12年度安井谷共有茶園収支表

収支 項　　　目 金　　　額

収穫茶葉4，656貫840匁代金 463円63銭7厘
収　入 秋芽摘揚諸懸引除現金 23円50銭

収入合計 487円13銭7厘
耕夫1，484人雇賃 192円92銭

耕婦975人雇賃 73円

小糠91俵 45円50銭

醤油糟43俵 10円75銭

石灰25俵 4円16銭6厘
本肥451荷 22円55銭

支　出 雑費 3円
12年度租税 20円80銭3厘

12年度地方税・協議費 6円11銭4厘
手数料（三橋浪平への） 25円

諸費用合計 403円80銭3厘

園主3人の収入 75円

支出合計 478円80銭3厘
差　引 差引残金 8円33銭4厘8毛

「第七壱番　三橋浪平氏安井谷明治十二年度勘定帳」（「茶農漫録
巻六」所収）より作成。

明治12年度は12年4月1日から13年3月31日である。

　
明
治
十
四
年
の
山
火
事
被
害
に
つ
い
て
は
よ
ほ
ど
悔
し
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
、
林

は
翌
十
五
年
（
一
八
八
二
）
三
月
二
日
付
で
、
「
予
遠
江
国
見
附
駅
北
裏
の
在
二
十
町

許
の
地
一
二
山
林
を
有
す
、
其
広
大
凡
八
十
余
町
歩
（
中
略
）
明
治
三
年
此
山
一
両

輩
の
所
有
二
帰
す
る
の
時
は
山
上
渓
間
の
諸
木
皆
伐
り
尽
し
て
禿
山
な
り
し
を
ホ
後

養
殖

し
て
山
林
と
な
し
た
り
、
然
る
に
昨
辛
巳
の
秋
野
火
山
麓
二
発
る
、
其
日
烈
風

忽

ち
山
上
の
松
林
二
延
焼
し
て
八
町
許
を
焼
け
り
（
中
略
）
鳴
呼
十
余
年
培
養
の
労

一
朝
殆
ん

と
烏
有
二
属
し
其
焼
地
を
し
て
再
ひ
継
植
を
な
す
も
亦
十
数
年
の
労
と
費

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
m
）

二

よ
ら
さ
れ
は
復
た
用
を
な
し
難
し
」
云
々
と
記
し
て
い
る
。

　
以

後
、
「
茶
農
漫
録
」
に
記
さ
れ
る
遠
州
の
茶
園
に
関
す
る
記
事
は
減
少
し
、
明
治

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
m
）

十
九
年
（
一
八
八
六
）
の
安
井
谷
茶
園
の
産
高
・
売
上
金
報
告
を
最
後
に
見
え
な
く

な
る
。
「
茶
農
漫
録
」
自
体
は
林
洞
海
が
亡
く
な
る
明
治
二
十
八
年
（
一
八
九
五
）
ま

で
書
き
続
け
ら
れ
た
の
で
あ
る
が
、
何
故
か
茶
園
の
記
事
は
途
中
で
消
え
て
し
ま
う

の

で
あ
る
。

　
共
有
茶
園
や
赤
松
・
林
・
山
村
ら
の
個
人
茶
園
が
い
つ
ま
で
存
続
し
た
の
か
、
そ

の

結
末
は
不
明
で
あ
る
。
明
治
十
五
年
頃
か
ら
茶
園
の
貸
付
が
始
ま
っ
て
い
る
が
、

以
後
直
営
方
式
か
ら
小
作
経
営
に
切
り
替
え
ら
れ
て
い
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⌒
皿
）

　
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
佐
藤
百
太
郎
と
製
茶
直
売
契
約
を
結
ん
で
い
た
埼
玉
県
の
狭
山

会
社
は
、
未
回
収
金
の
増
大
や
相
場
の
下
落
が
原
因
で
破
綻
、
百
太
郎
の
店
「
米
国

日
本
用
達
社
（
サ
ト
ー
・
ア
ン
ド
・
カ
ン
パ
ニ
ー
）
」
も
明
治
十
二
年
（
一
八
七
九
）

に
は
倒
産
状
態
に
な
り
、
狭
山
会
社
に
対
し
て
は
五
七
四
三
円
も
の
負
債
を
つ
く
っ

　
　
（
四

て

い

た
。
し
か
し
、
狭
山
会
社
や
佐
藤
百
太
郎
の
苦
境
が
遠
州
の
茶
園
経
営
に
影
響

を
与
え
た
こ
と
を
示
す
史
料
は
見
当
た
ら
な
い
。

　
関
係
者
の
う
ち
、
藤
沢
次
謙
は
明
治
十
四
年
（
一
八
八
一
）
、
林
洞
海
は
二
十
八
年

（
一
八
九
五
）
、
渡
部
温
は
三
十
一
年
（
一
八
九
八
）
に
そ
れ
ぞ
れ
没
し
て
い
る
。
現

地
責
任
者
だ
っ
た
宮
崎
泰
道
が
亡
く
な
っ
た
の
は
明
治
二
十
四
年
（
一
八
九
一
）
。
赤

松

則
良
は
二
十
五
年
（
一
八
九
二
）
五
十
一
歳
で
予
備
役
編
入
、
三
十
二
年
（
一
八

九
九
）
東
京
か
ら
見
付
へ
移
住
、
以
後
大
正
九
年
（
一
九
二
〇
）
七
十
九
歳
で
亡
く

な
る
ま
で
同
地
で
隠
棲
生
活
を
送
っ
た
。
赤
松
家
は
則
良
没
後
も
見
付
に
居
を
構
え
、

地
域
の
有
力
者
で
あ
り
続
け
た
。
一
方
の
林
・
渡
部
・
山
村
の
諸
家
は
、
そ
の
後
土

地

を
他
人
に
譲
渡
す
る
な
ど
し
て
、
茶
園
経
営
ひ
い
て
は
遠
州
と
は
疎
遠
に
な
っ
て

い

っ

た

の

で

は
な
い
か
と
推
測
す
る
。

お
わ
り
に

　
以
上
、
赤
松
・
林
ら
に
よ
る
遠
州
茶
園
経
営
の
経
過
を
追
っ
て
み
た
が
、
そ
こ
か

ら
垣
間
見
え
た
特
徴
の
中
か
ら
、
以
下
の
諸
点
に
つ
い
て
注
目
し
た
い
。
①
藩
や
政
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府
の
支
援
を
受
け
な
い
私
的
経
済
活
動
で
あ
っ
た
こ
と
、
②
洋
学
知
識
・
洋
行
経
験

や
地
縁
血
縁

を
存
分
に
活
か
し
て
い
る
こ
と
、
③
東
京
で
の
官
吏
生
活
と
同
時
進
行

で

あ
っ
た
こ
と
、
で
あ
る
。

　
①
に
つ
い
て
は
、
当
初
の
段
階
で
は
静
岡
藩
か
ら
土
地
拝
領
・
払
下
げ
の
許
可
を

得
て

お
り
、
決
し
て
藩
の
支
援
が
な
か
っ
た
と
は
言
え
な
い
が
、
資
金
的
に
は
す
べ

て

自
腹
で
あ
っ
た
。
廃
藩
後
も
同
様
で
あ
り
、
静
岡
・
浜
松
県
内
で
は
牧
之
原
・
三

方
原
の
開
拓
（
遠
江
）
、
江
原
素
六
の
愛
鷹
山
牧
畜
・
製
茶
（
駿
東
郡
）
、
石
井
謙
次

郎
の
朝
比
奈
山
茶
園
開
拓
（
志
太
郡
）
、
荒
井
信
敬
の
弥
太
井
原
茶
園
開
拓
（
遠
江
）

な
ど
、
同
時
期
に
進
め
ら
れ
た
、
い
わ
ゆ
る
士
族
授
産
事
業
と
は
質
的
に
違
う
も
の

だ

っ

た
。
多
く
が
失
敗
し
、
悲
壮
な
イ
メ
ー
ジ
が
残
っ
た
か
ら
こ
そ
、
士
族
授
産
事

業
は
、
後
世
に
ま
で
語
り
継
が
れ
る
自
己
犠
牲
の
「
美
談
」
や
「
偉
人
」
を
生
み
出

し
た
と
い
え
る
。
そ
れ
に
対
し
、
赤
松
・
林
ら
の
茶
園
開
拓
は
静
岡
県
茶
業
史
の
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
田
）

で

も
全
く
位
置
づ
け
ら
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
、
近
隣
の
士
族
集
団
（
掛

川
勤
番
組

な
ど
）
と
は
ほ
と
ん
ど
接
点
を
持
つ
こ
と
な
く
、
従
っ
て
公
共
へ
の
奉
仕

と
い
う
側
面
が
少
な
く
、
単
な
る
私
的
な
営
利
活
動
と
見
な
さ
れ
た
か
ら
か
も
し
れ

な
い
。
ま
た
、
大
き
な
組
織
・
集
団
で
は
な
く
少
人
数
に
よ
る
、
そ
れ
も
本
人
が
東

京
で
本
務
を
持
ち
、
現
地
で
事
業
に
従
事
し
た
わ
け
で
は
な
い
と
い
っ
た
点
に
も
原

因
が
求
め
ら
れ
よ
う
。
た
だ
し
、
本
稿
が
明
ら
か
に
し
た
よ
う
に
、
赤
松
・
林
ら
の

事
業
に
も
、
狭
山
方
式
の
製
茶
法
を
導
入
す
る
な
ど
、
遠
州
地
域
の
産
業
に
対
す
る

貢
献
が
間
違
い
な
く
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
②

は
、
そ
も
そ
も
赤
松
・
林
・
藤
沢
・
渡
部
・
矢
田
堀
と
い
っ
た
開
拓
グ
ル
ー
プ

の

顔
ぶ
れ
自
体
が
そ
の
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
沼
津
兵
学
校
の
輪
に
加
え
、
山

村
惣
三
郎
・
佐
藤
百
太
郎
ら
を
含
め
た
佐
倉
順
天
堂
佐
藤
家
を
中
心
と
す
る
姻
戚
、

さ
ら
に
は
赤
松
の
母
方
の
親
類
繁
田
武
平
ら
狭
山
郷
の
人
々
と
い
っ
た
、
二
重
三
重

の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
形
成
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
沼
津
・
佐
倉
の
人
脈
が
洋
学
者

集
団
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
開
拓
や
茶
園
経
営
の
諸
場
面
で
も
十
分
に
作
用
し
た
。
ま

た
、
な
ん
と
い
っ
て
も
赤
松
は
オ
ラ
ン
ダ
留
学
か
ら
帰
朝
し
た
ば
か
り
で
あ
り
、
彼

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⌒
拶

の

地
で
の

見

聞
が
参
考
に
さ
れ
た
こ
と
は
疑
う
余
地
が
な
い
だ
ろ
う
。
赤
松
の
メ
ー

カ
ラ
ッ
プ
・
藍
の
栽
培
や
養
鶏
の
計
画
な
ど
は
明
ら
か
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
の
知
見
に

基
づ
い

た
も
の
だ
っ
た
ろ
う
。
沼
津
・
駿
東
郡
で
江
原
素
六
が
行
っ
た
牧
畜
は
、
赤

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
坦

松
が

留
学
か
ら
持
ち
帰
っ
た
牧
牛
書
を
参
考
に
し
た
と
言
わ
れ
て
お
り
、
そ
の
影
響

は
他
地
域
に
ま
で
及
ん
だ
こ
と
に
な
る
。

　
林
が
、
茶
や
楮
の
栽
培
法
に
つ
い
て
各
地
か
ら
情
報
を
取
り
寄
せ
て
い
る
こ
と
、

狭

山
の
茶
畑
の
土
質
を
化
学
的
に
分
析
し
た
こ
と
、
三
平
蒸
籠
の
改
良
を
自
ら
考
案

し
た
こ
と
な
ど
は
す
で
に
触
れ
た
。
他
に
も
林
は
、
三
橋
浪
平
が
持
参
し
た
茶
の
害

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
m
）

虫

二
種
を
ス
ケ
ッ
チ
し
、
「
博
覧
会
場
の
虫
学
家
某
」
に
見
せ
た
り
、
焙
炉
の
改
良
策

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
菰
）

や

茶
に
付
く
毛
虫
に
関
し
て
狭
山
の
増
田
三
平
と
文
通
し
た
り
と
い
っ
た
具
合
で
、

茶
業
に
対
す
る
技
術
的
・
学
問
的
関
心
が
旺
盛
で
あ
っ
た
。
林
は
旧
幕
時
代
に
は
二

丸
製
薬
所
を
掌
る
な
ど
薬
学
の
専
門
家
で
あ
り
、
も
と
も
と
本
草
学
的
関
心
が
高
く
、

「
時
日
を
徒
費
す
る
こ
と
な
く
出
て
は
後
園
に
菜
菓
を
培
養
し
入
り
て
は
清
窓
の
下
筆

巻

を
放
た
す
浄
机
の
上
常
に
随
録
の
稿
堆
を
な
せ
り
」
と
い
っ
た
晩
年
を
過
ご
し
て

　
　
　
　
苗
）

い

た
と
い
う
。
明
治
二
十
一
年
（
一
八
八
八
）
に
は
両
国
で
開
か
れ
た
多
識
会
（
博

物
知
識
交
換
会
）
の
第
一
回
会
合
に
参
加
、
伊
藤
圭
介
・
田
中
芳
男
ら
旧
幕
以
来
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
商
）

博
物
学
者
グ
ル
ー
プ
の
一
端
に
名
を
連
ね
て
い
る
。

　
一
方
、
赤
松
も
、
隠
退
後
は
三
千
坪
の
屋
敷
内
に
三
〇
〇
坪
の
芝
生
や
一
〇
〇
坪

の

花
壇

を
整
備
し
、
「
四
季
の
果
物
に
は
事
欠
か
ぬ
ぐ
ら
い
」
の
果
樹
を
植
え
て
い
た

と
い
．
㎞
．
・
植
物
好
き
は
林
と
同
様
で
あ
ぼ
ヨ
占
・
パ
貴
族
を
連
想
さ
せ
る
よ
う

な
田
園
生
活
を
証
歌
し
た
よ
う
だ
。
残
さ
れ
た
赤
松
の
蔵
書
に
は
茶
に
関
す
る
農
書

　
　
　
　
　
碗
）

も
少
な
く
な
い
。
藤
沢
・
渡
部
・
山
村
に
つ
い
て
は
不
明
だ
が
、
少
な
く
と
も
赤
松
・

林
の
二
人
は
、
洋
学
者
ら
し
い
関
心
と
意
見
を
持
っ
て
、
楽
し
み
な
が
ら
開
拓
・
茶

園
経
営
に
取
り
組
ん
だ
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
資
産
が
か
か
っ
て
い
る
の
で
、
決
し

て

他
人
任
せ

で

は
な
く
真
剣
だ
っ
た
。

　
③
は
①
②
と
も
大
い
に
重
な
る
。
維
新
後
、
あ
る
い
は
廃
藩
後
の
旧
幕
臣
に
は
、

新
政
府
に

出
仕
す
る
か
否
か
と
い
う
大
き
な
岐
路
が
あ
っ
た
。
有
為
の
幕
臣
の
う
ち
、
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矢
田
堀
鴻

藁
巾
崎
‥
．吉

沢
雄
之
進
（
政
範
）

繁
田
議
㌣
竃

　
　
　
　
　
　
　
　
（
七
之
助
・
満
義
）

佐
藤
泰
然

林

洞
海

林　松　山　　　佐

一
つ

る

み

ほ

　
＝

林
　
紀

吉
沢
源
次
郎
（
資
敬
）

赤
松
則
良

貞
榎
本
武
揚

　
＝多

津

西
紳
六
郎
（
西
周
養
子
）

　
　
　
　
　
　
　
　

佐
藤
　
進

　
　
　
　
　
　
　
　
　　
　

佐ー
蝿
…
ぽ
ぱ
郎

山
村
惣
三
郎
　
　
　
　
山
村
鑑
一

松
本
　
順

　
　
　
董
（
林
洞
海
養
子
）

遠州茶園開拓をめぐる関係人物略系図

政
府
に
入
っ
た
者
は
軍
人
・
官
僚
・
学
者
・
技
術
者
・
教
員
な
ど
と
し
て
近
代
国
家

建
設
の

役

割
を
果
た
し
、
そ
う
で
な
い
者
は
在
野
で
実
業
家
・
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
・

宗
教
家
・
文
学
者
・
芸
術
家
な
ど
と
し
て
近
代
市
民
社
会
の
担
い
手
と
な
っ
た
と
い

う
と
ら
え
方
は
間
違
い
で
は
な
い
。
た
だ
し
、
二
種
類
の
集
団
に
真
っ
二
つ
に
分
か

れ
た
と
い
う
の
は
事
実
で
は
な
い
。
一
人
の
人
間
が
二
つ
の
顔
を
同
時
に
持
っ
て
い

た
り
、
時
を
経
て
別
の
顔
に
変
わ
っ
て
い
っ
た
人
物
も
い
る
。
い
や
、
む
し
ろ
そ
う

し
た
人
間
の
ほ
う
が
普
通
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

　
林

は
茶
園
開
拓
の
発
端
に
つ
い
て
、
「
拙
老
沼
津
在
往
之
時
再
ひ
都
下
二
出
つ
へ
き

期
モ
非
る
へ
し
と
思
ひ
居
り
候
二
付
駿
遠
之
内
二
而
可
然
地
も
あ
ら
者
開
拓
し
て
永
住

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⌒
塑

之
基
本

を
定
め
た
し
と
思
ひ
候
」
、
「
明
治
元
年
余
等
居
を
駿
州
二
移
し
て
よ
り
永
住

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
砲
）

の

策
を
は
か
り
茶
園
を
作
る
の
地
を
得
ん
と
欲
し
」
と
記
し
て
お
り
、
そ
の
時
点
で

は
永
住
の
地
と
収
入
の
確
保
を
求
め
て
始
め
た
事
業
だ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か

し
、
幕
府
瓦
解
に
よ
っ
て
一
旦
は
喪
失
し
た
か
に
思
え
た
、
自
分
の
能
力
に
対
す
る

自
信
と
エ
リ
ー
ト
意
識
と
が
、
政
府
の
誘
い
を
拒
否
し
て
ま
で
田
舎
に
埋
も
れ
る
に

は
早
す
ぎ
る
と
判
断
し
た
の
だ
ろ
う
、
結
果
と
し
て
宮
仕
え
を
し
な
が
ら
の
サ
イ
ド

ビ
ジ
ネ
ス
と
な
っ
た
。

　
赤
松

は
、
戊
辰
時
に
榎
本
脱
走
艦
隊
に
参
加
し
よ
う
と
し
た
り
、
静
岡
育
英
会
の

会
長
や
同
方
会
の
賛
成
員
を
つ
と
め
る
な
ど
、
徳
川
家
へ
の
忠
義
心
や
旧
幕
臣
と
し

て

の

同
朋
意
識
は
決
し
て
小
さ
く
な
か
っ
た
が
、
遠
州
茶
園
開
拓
を
め
ぐ
る
言
動
か

ら
は
旧
主
や
旧
身
分
集
団
へ
の
特
別
な
心
情
は
見
て
取
れ
な
い
。
か
と
い
っ
て
明
治

政

府
に
全
身
全
霊
を
捧
げ
る
と
い
っ
た
姿
勢
も
な
い
。
高
齢
の
林
が
早
く
退
官
し
た

の

は
当
然
の
こ
と
と
し
て
、
赤
松
の
場
合
も
、
明
治
四
年
の
手
紙
に
十
二
、
三
年
勤

め

た
ら
引
退
し
た
い
と
書
い
て
い
た
よ
う
に
、
東
京
に
未
練
を
残
す
こ
と
な
く
あ
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
随
）

さ
り
と
現
役
を
退
き
早
々
に
見
付
に
引
っ
込
ん
だ
。
海
軍
中
将
・
男
爵
に
昇
り
、
海

軍
造
船
の
功
労
者
と
し
て
名
を
残
し
た
の
で
あ
る
か
ら
、
公
務
に
は
全
力
を
傾
注
し

た
の
で
あ
ろ
う
が
、
茶
園
開
拓
の
経
過
か
ら
は
個
人
の
生
活
を
重
視
す
る
ド
ラ
イ
な

意
識
が
浮
き
彫
り
に
な
っ
て
い
る
。
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身
分
制
的
束
縛
や
封
建
的
道
徳
・
知
識
体
系
を
洋
学
の
習
得
や
西
洋
体
験
に
よ
っ

て

い

ち
早
く
脱
し
て
い
た
赤
松
や
林
は
、
狭
山
製
茶
法
導
入
に
際
し
て
さ
え
「
国
家

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
鵬
）

に
尽
さ
、
る
の
一
端
に
し
て
国
民
の
義
務
を
尽
さ
、
る
な
り
」
と
述
べ
て
い
る
よ
う

に
、
国
家
や
社
会
に
お
け
る
自
ら
の
役
割
を
十
分
に
認
識
し
な
が
ら
も
、
一
方
で
は

し
た
た
か
な
個
人
意
識
を
獲
得
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
。
洋
学
者
に
は
世
事
に
無

頓
着

な
学
問
一
辺
倒
の
人
間
が
い
た
反
面
、
理
財
の
才
に
長
け
ビ
ジ
ネ
ス
界
に
進
出

し
た
者
も
少
な
く
な
か
っ
た
。
本
稿
に
登
場
し
た
人
物
で
も
、
渡
部
温
は
東
京
製
綱
・

東
京
瓦
斯
・
横
浜
船
渠
な
ど
諸
会
社
の
社
長
・
重
役
を
つ
と
め
る
な
ど
、
教
育
界
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
面
）

ら
実
業
界
に
転
身
し
て
い
る
。
知
識
を
元
手
に
富
と
名
誉
を
獲
得
し
つ
つ
、
な
お
か

つ

旧
主
へ
の
恩
情
や
旧
身
分
集
団
へ
の
帰
属
意
識
を
失
う
こ
と
が
な
か
っ
た
彼
ら
の

姿

は
、
新
旧
時
代
を
生
き
抜
き
絶
妙
の
バ
ラ
ン
ス
感
覚
を
身
に
付
け
た
人
間
像
を
示

し
て
い
る
。
そ
れ
は
近
世
的
人
間
類
型
か
ら
一
歩
先
に
抜
け
出
し
た
近
代
的
個
人
だ
っ

た
の
か
も
し
れ
な
い
。

註（
1
）
　
五
十
嵐
暁
郎
「
旧
幕
臣
の
明
治
維
新
」
（
『
岩
波
講
座
日
本
通
史
』
第
1
6
巻
近
代
1
、
一
九
九

　
　
四
年
、
岩
波
書
店
、
の
ち
同
氏
『
明
治
維
新
の
思
想
』
、
一
九
九
六
年
、
世
織
書
房
に
収
録
）
、

　
　
山
口
昌
男
『
「
敗
者
」
の
精
神
史
』
（
一
九
九
五
年
、
岩
波
書
店
）
な
ど
。

（
2
）
　
「
赤
松
則
良
日
記
（
明
治
元
年
か
ら
十
年
）
」
（
国
立
国
会
図
書
館
憲
政
資
料
室
所
蔵
・
赤
松

　
　
則
良
関
係
文
書
二
二
）
。

（
3
）
　
以
上
、
愛
鷹
山
開
墾
に
関
す
る
渡
部
の
発
言
は
、
大
川
梅
翁
宛
大
川
通
久
書
簡
（
大
川
幸
作

　
　
氏
所
蔵
）
に
よ
る
。
同
書
簡
は
、
拙
稿
「
生
徒
の
手
紙
が
語
る
沼
津
兵
学
校
の
あ
と
さ
き
」
（
田

　
　
村
貞
雄
編
『
徳
川
慶
喜
と
幕
臣
た
ち
』
、
一
九
九
八
年
、
静
岡
新
聞
社
）
、
＝
二
頁
に
引
用
。

（
4
）
　
宮
崎
尭
・
色
部
義
明
「
あ
と
が
き
」
（
赤
松
範
一
校
注
『
赤
松
則
良
半
生
談
』
、
一
九
七
七
年
、

　
　
平
凡
社
・
東
洋
文
庫
）
、
二
二
八
頁
。

（
5
）
　
宮
崎
鷹
之
進
宛
赤
松
大
三
郎
書
簡
・
明
治
二
年
七
月
十
九
日
（
国
立
国
会
図
書
館
憲
政
資
料

　
　
室
所
蔵
・
赤
松
則
良
関
係
文
書
三
ー
三
〇
）
。
以
下
、
赤
松
則
良
関
係
文
書
は
赤
松
文
書
と
略
す
。

（6
）
　
前
掲
「
赤
松
則
良
日
記
」
。

（
7
）
　
以
上
、
八
月
五
日
以
降
の
経
過
は
、
前
掲
「
赤
松
則
良
日
記
」
よ
り
。

（
8
）
　
宮
崎
志
津
世
宛
赤
松
大
三
郎
書
簡
・
明
治
二
年
十
一
月
十
六
日
（
赤
松
文
書
三
ー
三
一
）
。

（
9
）
　
宮
崎
志
津
世
宛
赤
松
大
三
郎
書
簡
・
明
治
二
年
十
二
月
十
九
日
（
赤
松
文
書
三
ー
二
三
）
。

（
1
0
）
　
前
掲
「
赤
松
則
良
日
記
」
。
山
村
惣
三
郎
は
、
明
治
三
年
時
点
の
「
静
岡
御
役
人
附
」
で
は
中

　
　
泉
郡
方
役
所
在
勤
の
郡
方
で
あ
っ
た
（
『
静
岡
県
史
　
資
料
編
1
6
近
現
代
一
』
、
一
九
八
九
年
、

　
　
静
岡
県
、
＝
五
頁
）
。
淵
辺
徳
蔵
は
文
久
の
遣
欧
使
節
に
加
わ
っ
た
経
歴
を
持
ち
、
静
岡
藩
で

　
　
は
中
泉
添
奉
行
や
権
少
参
事
・
中
泉
最
寄
郡
方
を
つ
と
め
た
。
見
付
裏
の
五
町
歩
程
の
「
払
地
」

　
　
に
つ
い
て
宮
崎
泰
道
に
知
ら
せ
た
書
簡
が
残
さ
れ
て
お
り
（
一
月
二
十
二
日
付
、
赤
松
文
書
九

　
　
三
）
、
赤
松
の
土
地
購
入
に
斡
旋
の
労
を
と
っ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

（
1
1
）
　
明
治
三
年
閏
十
月
二
十
八
日
、
片
山
は
、
赤
松
が
開
墾
地
に
希
望
し
た
「
向
笠
原
下
原
村
御

　
　
林
跡
之
儀
」
に
つ
い
て
、
同
地
が
勤
番
組
之
頭
が
受
け
取
る
べ
き
土
地
で
あ
っ
た
こ
と
に
対
し
、

　
　
「
長
太
郎
殿
」
（
た
ぶ
ん
藤
沢
次
謙
の
こ
と
）
が
引
き
渡
し
を
建
白
す
る
の
で
、
現
地
の
山
田
虎

　
　
次
郎
（
掛
川
勤
番
組
之
頭
）
と
調
整
を
は
か
っ
て
も
ら
い
た
い
と
の
書
簡
を
宮
崎
志
津
世
宛
に

　
　
送
っ
て
い
る
（
赤
松
文
書
九
四
）
。

（
1
2
）
　
沼
津
市
明
治
史
料
館
所
蔵
・
江
原
素
六
関
係
文
書
E
－
a
ー
五
三
九
。
『
江
原
素
六
旧
蔵
明
治

　
　
大
正
名
士
書
簡
集
』
（
一
九
八
六
年
、
沼
津
市
明
治
史
料
館
編
・
刊
）
、
一
一
頁
に
翻
刻
・
掲
載
。

（
1
3
）
　
宮
崎
志
津
世
宛
赤
松
大
三
郎
書
簡
・
明
治
三
年
六
月
十
日
（
赤
松
文
書
三
－
一
二
）
。

（
1
4
）
　
宮
崎
志
津
世
宛
赤
松
大
三
郎
書
簡
・
明
治
三
年
九
月
十
二
日
（
赤
松
文
書
三
ー
一
〇
）
。

（
1
5
）
　
宮
崎
志
津
世
宛
赤
松
大
三
郎
書
簡
・
明
治
三
年
十
月
十
三
日
（
赤
松
文
書
三
ー
一
六
）
。

（
1
6
）
　
宮
崎
志
津
世
宛
赤
松
大
三
郎
書
簡
・
明
治
三
年
十
月
十
六
日
（
赤
松
文
書
三
ー
一
五
）
。

（
1
7
）
　
宮
崎
志
津
世
宛
赤
松
大
三
郎
書
簡
・
明
治
三
年
十
一
月
五
日
（
赤
松
文
書
三
ー
一
四
）
。

（
1
8
）
　
宮
崎
志
津
世
宛
赤
松
大
三
郎
書
簡
・
明
治
三
年
十
二
月
二
日
（
赤
松
文
書
三
ー
二
〇
）
。

（
1
9
）
　
宮
崎
志
津
世
宛
赤
松
大
三
郎
書
簡
・
明
治
三
年
十
二
月
十
八
日
（
赤
松
文
書
三
ー
一
三
）
。

（
2
0
）
　
宮
崎
志
津
世
宛
赤
松
大
三
郎
書
簡
・
明
治
三
年
十
二
月
二
十
八
日
（
赤
松
文
書
三
ー
一
一
）
。

（2
1
）
　
前
掲
「
赤
松
則
良
日
記
」
。

（
2
2
）
　
宮
崎
志
津
世
宛
赤
松
大
三
郎
書
簡
・
明
治
四
年
六
月
七
日
（
赤
松
文
書
三
⊥
二
五
）
。

（
2
3
）
　
宮
崎
志
津
世
宛
赤
松
大
三
郎
書
簡
・
明
治
四
年
八
月
十
三
日
（
赤
松
文
書
三
ー
三
）
。

（
2
4
）
　
宮
崎
宛
赤
松
書
簡
・
明
治
四
年
八
月
十
四
日
（
赤
松
文
書
三
⊥
二
六
）
。

（
2
5
）
　
赤
松
大
三
郎
宛
林
洞
海
書
簡
・
明
治
四
年
九
月
七
日
（
赤
松
文
書
六
ー
五
）
。

（
2
6
）
　
林
紀
宛
林
洞
海
書
簡
・
明
治
四
年
九
月
七
日
（
赤
松
文
書
六
ー
二
）
。

（
2
7
）
　
宮
崎
宛
赤
松
書
簡
・
明
治
四
年
九
月
十
四
日
（
赤
松
文
書
三
－
一
八
）
。

（
2
8
）
　
宮
崎
宛
赤
松
大
三
郎
書
簡
・
明
治
四
年
九
月
二
十
八
日
（
赤
松
文
書
三
ー
二
）
。

（
2
9
）
　
宮
崎
志
津
世
宛
赤
松
大
三
郎
書
簡
・
明
治
四
年
十
月
十
日
（
赤
松
文
書
三
ー
一
九
）
。

（
3
0
）
　
宮
崎
志
津
世
宛
赤
松
大
三
郎
書
簡
・
明
治
四
年
十
一
月
五
日
（
赤
松
文
書
三
ー
七
）
。

（
3
1
）
　
宮
崎
志
津
世
宛
赤
松
大
三
郎
書
簡
・
明
治
四
年
十
二
月
二
十
五
日
（
赤
松
文
書
三
ー
八
）
。

（
3
2
）
　
宮
崎
志
津
世
宛
赤
松
大
三
郎
書
簡
・
明
治
五
年
二
月
二
日
（
赤
松
文
書
三
ー
二
九
）
。
な
お
、

　
　
黒

須
村
七
之
助
（
武
平
満
義
）
を
赤
松
の
「
伯
父
」
と
す
る
史
料
も
あ
る
が
（
日
蘭
学
会
編

　
　
『
続
幕
末
和
蘭
留
学
関
係
史
料
集
成
』
、
一
九
八
四
年
、
雄
松
堂
出
版
、
四
六
一
頁
）
、
武
平
満
義

221
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の

子
武
平
（
翠
軒
）
が
赤
松
の
母
を
「
私
の
伯
母
な
る
満
寿
子
」
（
『
入
間
市
史
調
査
集
録
　
第

　
　

4
号
ー
翠
軒
自
伝
　
上
ー
』
、
一
九
八
五
年
、
入
間
市
史
編
さ
ん
室
、
二
八
頁
）
と
言
っ
て
お
り
、

　
　
彼
女
の
生
年
を
文
政
元
年
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
（
同
書
三
八
頁
）
、
叔
父
と
す
る
の
が
正
し

　
　

い
。
七
之
助
が
武
平
満
義
の
幼
名
で
あ
る
こ
と
は
、
繁
田
良
一
氏
の
ご
教
示
に
よ
る
。
入
間
市

　
　
の

繁
田
家
墓
地
に
は
、
赤
松
の
父
吉
沢
雄
之
進
が
寄
進
し
た
石
灯
籠
（
嘉
永
四
年
）
、
赤
松
の
兄

　
　
吉
沢
資
敬
（
源
次
郎
）
が
撰
文
し
た
繁
田
武
兵
衛
満
該
（
ま
す
の
父
、
明
治
三
年
七
十
九
歳
没
）

　
　
の

墓

石
、
赤
松
氏
・
心
静
院
殿
積
善
貞
操
大
姉
（
赤
松
の
母
吉
沢
ま
す
の
こ
と
、
明
治
十
一
年

　
　

二
月
十
二
日
没
）
の
墓
石
な
ど
が
あ
る
。

（
3
3
）
　
宮
崎
志
津
世
宛
赤
松
大
三
郎
書
簡
・
明
治
五
年
二
月
十
一
日
（
赤
松
文
書
三
－
三
二
）
。

（
3
4
）
　
前
掲
「
赤
松
則
良
日
記
」
。

（
3
5
）
　
宮
崎
泰
道
宛
赤
松
則
良
書
簡
・
明
治
五
年
七
月
十
日
（
赤
松
文
書
三
ー
一
七
）
。

（
3
6
）
　
宮
崎
泰
道
宛
赤
松
則
良
書
簡
・
明
治
五
年
八
月
十
一
日
（
赤
松
文
書
三
－
四
）
。

（
3
7
）
　
宮
崎
泰
道
宛
赤
松
則
良
書
簡
・
明
治
五
年
九
月
十
七
日
（
赤
松
文
書
三
ー
三
三
）
。

（
3
8
）
　
「
茶
農
漫
録
」
（
全
七
十
冊
、
お
よ
び
「
茶
農
旧
記
」
）
は
、
明
治
四
年
か
ら
二
十
八
年
二

　
　
八
九

五
）
に
い
た
る
林
洞
海
の
雑
記
帳
で
あ
る
。
茶
園
経
営
の
記
録
は
最
初
の
十
冊
程
度
に
集

　
　
中
し
て
お
り
、
そ
の
後
は
雑
誌
記
事
の
抜
書
き
な
ど
、
種
々
雑
多
な
内
容
で
あ
る
。
二
〇
〇
二

　
　
年
十
二
月
現
在
、
「
旧
記
」
お
よ
び
「
漫
録
」
巻
一
～
巻
四
十
五
は
沼
津
市
明
治
史
料
館
所
蔵
、

　
　
巻
四
十
六

～
巻
七
十
は
個
人
蔵
で
あ
る
（
最
終
的
に
は
沼
津
市
明
治
史
料
館
が
全
冊
を
収
蔵
す

　
　

る
予
定
）
。
ち
な
み
に
、
過
去
に
お
い
て
「
茶
農
漫
録
」
は
、
村
上
一
郎
「
蘭
医
佐
藤
泰
然
』

　
　
（
一
九
四
一
年
）
の
引
用
文
献
一
覧
（
四
頁
）
に
あ
げ
ら
れ
、
「
故
林
若
吉
氏
蔵
」
と
な
っ
て
い

　
　
る
が
、
全
面
的
な
利
用
が
な
さ
れ
た
こ
と
は
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
な
お
、

　
　
「
茶
農
漫
録
」
の
全
貌
に
つ
い
て
は
、
別
稿
を
用
意
し
、
紹
介
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

（
3
9
）
　
村
上
一
郎
『
蘭
医
佐
藤
泰
然
』
（
一
九
四
一
年
、
房
総
郷
土
研
究
会
）
、
一
九
三
頁
。

（
4
0
）
　
「
三
番
　
中
沼
俊
六
之
茶
説
」
（
「
茶
農
漫
録
　
巻
一
」
所
収
）
。
な
お
、
「
茶
農
漫
録
」
収
載

　
　
の
記
事
は
、
各
巻
の
巻
頭
目
次
に
記
さ
れ
た
表
題
と
本
文
中
の
表
題
と
が
一
致
し
な
い
場
合
が

　
　
あ
る
が
、
本
稿
で
は
目
次
の
表
題
を
示
す
。

（
4
1
）
　
「
四
番
　
赤
松
則
良
よ
り
東
京
よ
り
来
状
写
」
（
同
前
）
。

（
4
2
）
　
「
八
番
　
青
山
宙
平
書
状
之
写
　
洞
海
よ
り
同
人
江
答
書
」
（
同
前
）
。

（
4
3
）
　
青
山
宙
平
の
履
歴
に
つ
い
て
は
、
『
中
泉
町
史
』
（
一
九
二
三
年
、
静
岡
県
磐
田
郡
中
泉
町
梅

　
　
原
村
組
合
役
場
、
一
九
八
五
年
復
刻
、
遠
州
文
化
セ
ン
タ
ー
）
や
静
岡
県
編
『
静
岡
県
徳
行
録
』

　
　
（
一
九
四
一
年
）
。

　
　
　
「
八
番
　
青
山
宙
平
書
状
之
写
　
洞
海
よ
り
同
人
江
答
書
」
（
「
茶
農
漫
録
　
巻
一
」
所
収
）
。

「
十
弐
番

「
十
三
番

「
十
五
番

「
十
八
番

青
山
宙
平
帰
国
之
節
書
附
二
而
託
す
書
状
之
写
」
（
同
前
）
。

同
人
帰
国
之
上
二
而
送
り
来
る
書
状
之
写
」
（
同
前
）
。

地
券
一
件
二
付
三
橋
浪
平
面
会
藤
沢
添
書
之
写
」
（
同
前
）
。

癸
酉
十
月
宮
崎
泰
道
書
状
勘
定
之
写
」
（
同
前
）
。
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（
4
9
）
　
「
二
十
九
番
　
甲
戌
四
月
藤
沢
次
謙
二
与
へ
て
楮
田
開
墾
を
談
す
る
書
之
写
井
藤
沢
よ
り
返

　
　
書
之
写
」
（
同
前
）
。

（
5
0
）
　
「
茄
九
番
　
甲
戌
六
月
六
日
宮
崎
泰
道
来
る
書
状
之
写
」
（
同
前
）
。

（
5
1
）
　
「
四
十
番
　
同
年
三
橋
宮
崎
両
氏
よ
り
藤
沢
二
来
る
書
状
之
写
井
二
右
之
書
二
添
来
る
藤
沢

　
　
之
書
状
之
写
」
（
同
前
）
。

　
　
　
「
壱
番
　
開
拓
地
々
券
下
賜
二
付
宮
崎
泰
道
よ
り
来
書
之
写
」
（
「
茶
農
漫
録
　
巻
二
」
所
収
）
。

「
十
九
番

「
拾
八
番

「
廿
一
番

「
舟
一
番

「
舟
二
番

「
舟
五
番

「
舟
七
番

　
　
之
写
」

（6
2
）

　
　前
）
。

（
6
3
）
　
「
四
八
番

（6
4
）
　
　
「
⊥
ハ
十
恒
蚕

（
6
5
）
　
「
六
四
番

（
6
6
）
　
「
拾
六
番

　
　
所
収
）
。 『

佐
倉
順
天
堂
社
中
姓
名
録
』

「
五
六
番

　

（
「
茶
農
漫
録

「
四
二
番

三
橋
宮
崎
よ
り
藤
沢
二
送
書
状
井
地
券
書
之
写
」
（
同
前
）
。

同
地
券
書
請
取
二
付
報
告
之
写
」
（
同
前
「
巻
三
」
）
。

宮
崎
泰
道
来
書
之
写
　
楮
苗
之
事
を
云
」
（
同
前
「
巻
二
」
）
。

楮

田
開
拓
之
儀
を
次
謙
洞
海
よ
り
遠
州
江
申
遣
書
面
之
写
」
（
同
前
）
。

同
前
二
付
藤
沢
次
謙
二
答
る
之
書
」
（
同
前
）
。

石
田
彰
に
与
へ
て
楮
木
栽
培
之
法
を
尋
る
之
書
」
（
同
一
9
0
）
。

小
林
重
賢
二
托
し
て
楮
木
栽
培
之
法
を
尋
る
ケ
条
書
」
（
同
前
）
。

　
　
　
　
　
　
　
（
一
九
九
二
年
、
佐
倉
市
教
育
委
員
会
）
、
四
頁
。

小
林
重
賢
之
楮
田
間
合
之
返
書
」
、
「
六
九
番
　
楮
田
二
付
小
林
重
賢
よ
り
覚
書

　
　
　

巻
二
」
所
収
）
。

次
謙
洞
海

よ
り
浪
平
泰
道
二
楮
田
開
墾
二
付
遣
し
た
る
書
面
の
再
返
書
写
」
（
同

楮
田
開
拓
懸
り
二
付
三
橋
宮
崎
よ
り
藤
沢
二
来
る
書
面
之
写
」
（
同
前
）
。

楮
田
開
発
二
付
三
橋
宮
崎
よ
り
次
謙
に
来
る
書
状
井
積
書
之
写
」
（
同
前
）
。

乙
亥
三
月
十
七
日
宮
崎
泰
道
之
書
井
昨
戌
年
勘
定
書
之
写
」
（
同
前
）
。

楮
田
開
拓
二
付
三
橋
盛
宥
よ
り
赤
松
則
良
二
来
る
書
」
（
「
茶
農
漫
録
　
巻
三
」

（
6
7
）
　
「
舟
弐
番
　
安
井
谷
楮
田
開
拓
金
請
取
書
面
之
写
」
（
同
前
）
。

（
6
8
）
　
「
七
四
番
　
椿
実
の
事
二
付
赤
松
則
良
小
田
原
よ
り
送
る
書
」
（
「
茶
農
漫
録
　
巻
二
」
所
収
）
。

（
6
9
）
　
「
六
壱
番
　
佐
藤
百
太
郎
米
国
よ
り
輸
出
茶
之
事
二
付
父
二
送
る
書
」
（
同
前
）
。

（
7
0
）
　
『
順
天
堂
史
　
上
巻
』
（
一
九
八
〇
年
、
学
校
法
人
順
天
堂
）
、
八
三
五
～
八
三
七
頁
。

（
7
1
）
　
「
六
五
番
　
繁
田
武
兵
衛
よ
り
返
書
之
写
」
（
「
茶
農
漫
録
　
巻
二
」
所
収
）
。

（
7
2
）
　
「
繁
田
武
平
満
義
」
（
『
埼
玉
県
大
百
科
事
典
』
第
四
巻
、
一
九
七
五
年
、
埼
玉
新
聞
社
）
。
繁

　
　
田
家
と
赤
松
則
良
と
の
親
戚
付
き
合
い
に
つ
い
て
は
、
前
掲
『
入
間
市
史
調
査
集
録
　
第
4
号
ー

　
　
翠
軒
自
伝
　
上
ー
』
か
ら
詳
し
く
わ
か
る
。
狭
山
会
社
設
立
の
発
端
も
、
明
治
初
年
に
赤
松
と

　
　
榎
本
武
揚
が
新
婚
披
露
の
た
め
繁
田
家
を
訪
れ
た
際
、
「
ア
メ
リ
カ
へ
茶
を
輸
出
し
て
は
何
う
だ
」

　
　
と
力
説
し
た
こ
と
に
あ
る
と
い
う
（
同
書
三
九
頁
）
。

（
7
3
）
　
「
狭
山
会
社
」
（
『
埼
玉
県
大
百
科
事
典
』
第
二
巻
、
一
九
七
四
年
、
同
前
）
。

（
7
4
）
　
前
掲
「
赤
松
則
良
日
記
」
。

（
7
5
）
　
「
弐
番
　
宮
崎
泰
道
よ
り
生
茶
売
払
二
付
来
書
写
同
摘
茶
之
記
井
培
養
開
拓
之
記
」
（
「
茶
農
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漫
録
　
巻
三
」
所
収
）
。

（
7
6
）
　
佐
藤
百
太
郎
の
弟
鎮
と
は
、
佐
藤
家
の
系
図
『
藤
の
ゆ
か
り
』
（
昭
和
八
年
印
刷
・
林
喜
太
郎

　
　
他
）
に
よ
る
と
、
大
野
伝
兵
衛
（
幼
名
哲
次
郎
）
の
こ
と
か
と
思
わ
れ
る
。
大
野
は
千
葉
県
東

　
　
金
の
資
産
家
だ
っ
た
養
父
の
跡
を
継
ぎ
、
東
嘉
園
を
経
営
し
製
茶
輸
出
に
取
り
組
ん
だ
（
前
掲

　
　
『
順
天
堂
史
　
上
巻
』
、
八
三
五
頁
）
。

（
7
7
）
　
増
田
三
平
と
三
平
蒸
籠
に
つ
い
て
は
、
『
入
間
市
史
　
通
史
編
』
（
一
九
九
四
年
、
入
間
市
）
、

　
　
七
二
五
頁
に
写
真
・
図
が
あ
る
。

（
7
8
）
　
以
上
、
林
洞
海
の
狭
山
視
察
行
に
つ
い
て
は
、
「
廿
九
番
　
狭
山
観
茶
日
記
」
（
「
茶
農
漫
録

　
　
　
巻
三
」
所
収
）
。

（
7
9
）
　
「
四
十
四
番
　
須
俵
姪
児
農
学
舎
密
ノ
法
二
拠
テ
狭
山
茶
圃
土
質
分
析
表
」
（
同
前
）
。

（
8
0
）
　
「
拾
八
番
　
同
地
券
書
請
取
二
付
報
告
之
写
」
（
同
前
）
。

（
8
1
）
　
「
茄
三
番
　
宮
崎
泰
道
よ
り
来
書
之
写
」
（
同
前
）
。

（
8
2
）
　
「
舟
六
番
　
宮
崎
泰
道
よ
り
金
子
受
取
之
来
書
」
（
同
前
）
。

（
8
3
）
　
以
上
、
狭
山
製
茶
師
の
遠
州
訪
問
と
実
演
に
つ
い
て
は
、
「
四
十
九
番
　
見
附
の
製
茶
改
正
記
」

　
　
（
同
前
）
。

（
8
4
）
　
以
上
、
狭
山
製
茶
師
の
三
方
原
派
遣
に
つ
い
て
は
、
「
壱
番
　
狭
山
茶
製
人
ヲ
三
方
ケ
原
二
遣

　
　
ス
コ
ト
ニ
付
泰
道
ヨ
リ
ノ
来
書
」
（
「
茶
農
漫
録
　
巻
四
」
所
収
）
。

（
8
5
）
　
「
十
番
　
子
五
月
廿
七
旦
二
橋
浪
平
父
子
よ
り
来
書
之
写
」
（
同
前
）
。

（
8
6
）
　
以
上
、
房
吉
の
狭
山
派
遣
と
そ
の
成
果
に
つ
い
て
は
、
「
廿
番
　
安
井
谷
一
件
二
付
送
り
金
之

　
　
宮
崎
返
書
之
写
」
、
「
廿
二
番
　
狭
山
流
茶
製
伝
習
人
之
事
二
付
三
橋
浪
平
来
状
之
写
」
（
同
前
）
。

（
8
7
）
　
同
前
「
廿
番
　
安
井
谷
一
件
二
付
送
り
金
之
宮
崎
返
書
之
写
」
。

（
8
8
）
　
「
五
十
六
番
　
宮
崎
泰
道
よ
り
赤
松
二
茶
製
人
の
事
二
付
来
状
写
」
（
同
一
9
0
）
。
な
お
、
明
治

　
　
九
年
に
組
織
さ
れ
た
「
磐
田
社
」
に
つ
い
て
は
、
茶
の
販
路
拡
張
の
た
め
横
浜
に
委
員
を
派
遣

　
　
す

る
な
ど
の
活
動
を
行
っ
た
こ
と
が
、
社
長
に
就
任
し
た
見
付
町
の
神
官
出
身
の
実
業
家
大
久

　
　
保
忠
利
の
履
歴
か
ら
う
か
が
え
る
（
高
室
梅
雪
『
静
岡
県
現
住
者
人
物
一
覧
』
、
一
八
九
七
年
、

　
　
一
〇
六
～
一
一
〇
頁
）
。

（
8
9
）
　
「
四
七
番
　
宮
崎
よ
り
製
茶
人
の
事
二
付
来
書
井
狭
山
行
書
状
写
」
（
同
前
）
。

（
9
0
）
　
宮
崎
宛
山
村
惣
三
（
郎
）
書
簡
・
明
治
十
年
二
月
十
一
日
（
国
立
国
会
図
書
館
憲
政
資
料
室

　
　
所
蔵
・
赤
松
則
良
関
係
文
書
一
〇
〇
）
。

（
9
1
）
　
「
廿
七
番
　
米
国
佐
藤
百
太
郎
よ
り
来
状
之
写
」
（
「
茶
農
漫
録
　
巻
四
」
所
収
）
。

（
9
2
）
　
「
舟
六
番
　
米
国
佐
藤
百
太
郎
よ
り
来
状
但
送
り
た
る
盤
田
園
茶
説
」
（
同
前
）
。

（
9
3
）
　
明
治
八
年
に
一
時
帰
国
し
た
佐
藤
百
太
郎
は
、
日
本
の
茶
・
絹
・
陶
器
・
漆
器
な
ど
を
ア
メ

　
　

リ
カ
で
販
売
す
る
商
店
を
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
開
い
た
こ
と
を
宣
伝
す
る
広
告
を
配
布
す
る
と
と

　
　

も
に
、
内
務
省
勧
業
寮
の
河
瀬
秀
治
、
群
馬
県
令
揖
取
素
彦
、
前
橋
製
糸
所
創
設
者
の
速
水
賢

　
　

曹
、
福
沢
諭
吉
ら
に
ア
メ
リ
カ
へ
の
商
業
実
習
生
の
派
遣
を
説
い
た
り
し
た
と
い
う
（
阪
田
安

　
　
雄
『
明
治
日
米
貿
易
事
始
　
直
輸
の
志
士
・
新
井
領
一
郎
と
そ
の
時
代
』
、
一
九
九
六
年
、
東
京

　

堂
出
版
、
一
〇
五
～
一
〇
八
頁
）
。
な
お
、
百
太
郎
は
明
治
六
年
十
二
月
に
も
一
時
帰
国
し
て
い

　
　
る
が
（
『
東
京
日
日
新
聞
』
明
治
七
年
二
月
十
七
日
、
宮
地
正
人
監
修
『
国
際
人
事
典
　
幕
末
・

　
　
維
新
』
、
一
九
九
一
年
、
毎
日
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ズ
所
収
）
、
そ
の
時
に
は
ま
だ
遠
州
茶
輸

　
　
出
の
働
き
か
け
を
し
た
形
跡
は
な
い
。

（
9
4
）
　
以
上
、
九
年
五
月
の
東
京
で
の
四
人
集
会
に
つ
い
て
は
、
「
十
壱
番
　
五
月
舟
一
日
三
橋
父
子

　

江

返
書
之
写
」
（
「
茶
農
漫
録
　
巻
四
」
所
収
）
。

（
9
5
）
　
「
廿
番
　
安
井
谷
一
件
二
付
送
り
金
之
宮
崎
返
書
之
写
」
（
同
前
）
。

（
9
6
）
　
「
舟
三
番
　
安
井
谷
共
有
茶
園
之
条
約
改
正
二
付
会
議
」
（
同
前
）
。

（
9
7
）
　
「
四
八
番
　
安
井
谷
共
有
茶
園
改
正
新
条
約
之
写
」
（
同
一
9
0
）
。
な
お
、
「
赤
松
則
良
日
記
」
の

　
　
明
治
十
年
四
月
十
五
日
条
に
は
、
「
遠
州
安
井
谷
共
有
地
ノ
約
定
ノ
義
ニ
ツ
キ
林
洞
海
宅
二
会
ス
、

　
　
而
テ
約
定
成
ル
」
と
あ
り
、
最
終
的
な
条
文
決
定
は
翌
年
に
及
ん
だ
の
か
も
し
れ
な
い
。

（
9
8
）
　
「
四
九
番
　
安
井
谷
共
有
茶
園
々
長
井
監
察
心
得
書
写
」
（
同
前
）
。

（
9
9
）
　
「
五
十
番
　
安
井
谷
共
有
茶
園
計
算
表
之
写
」
（
同
前
）
。

（
0
0
1
）
　
「
廿
四
番
　
遠
州
大
久
保
安
井
谷
開
拓
地
藤
沢
所
有
分
を
組
合
三
人
二
譲
受
」
（
「
茶
農
漫
録

　
　
　
巻
五
」
所
収
）
。

（
1
0
1
）
　
安
西
愈
『
勝
海
舟
の
参
謀
　
藤
沢
志
摩
守
』
（
一
九
七
四
年
、
新
人
物
往
来
社
）
、
一
九
二
～

　
　
一
九
三
頁
。

（
2
0
1
）
　
今
泉
み
ね
『
名
ご
り
の
ゆ
め
』
（
一
九
四
一
年
、
一
九
四
二
年
三
刷
、
長
崎
書
店
）
、
一
二
四

　
　
頁
。

（3
0
1
）
　
前
掲
「
赤
松
則
良
日
記
」
。

（
4
0
1
）
　
「
三
十
番
　
青
山
徴
帰
国
後
来
状
之
写
」
（
「
茶
農
漫
録
　
巻
五
」
所
収
）
。

（
5
0
1
）
　
「
五
三
番
　
三
橋
浪
平
よ
り
赤
松
江
来
状
の
写
」
（
同
前
）
。

（
6
0
1
）
　
「
第
七
壱
番
　
三
橋
浪
平
氏
安
井
谷
明
治
十
二
年
度
勘
定
帳
」
（
「
茶
農
漫
録
　
巻
六
」
所
収
）
。

（
7
0
1
）
　
「
第
廿
四
番
　
磐
田
園
山
村
鑑
太
郎
預
り
分
茶
園
報
告
」
（
「
茶
農
漫
録
　
巻
七
」
所
収
）
。

　
　
「
第
三
十
番
　
宮
崎
泰
道
同
七
月
十
二
日
来
状
写
」
（
同
前
）
に
も
「
山
村
当
地
御
住
居
之
事
故
」

　
　
云
々
と
あ
る
。

（
8
0
1
）
　
「
第
七
三
番
　
安
井
谷
山
火
報
告
」
（
同
前
）
。

（
9
0
1
）
　
「
第
七
七
番
　
三
橋
持
安
井
谷
茶
園
摘
葉
記
」
（
「
茶
農
漫
録
　
巻
十
」
所
収
）
、
「
第
十
一
番

　
　
　
三
橋
浪
平
よ
り
茶
畑
貸
付
の
件
来
書
写
井
図
」
（
「
茶
農
漫
録
　
巻
十
一
」
所
収
）
。

（0
1
1
）
　
「
第
二
十
番
　
山
林
火
災
を
論
す
」
（
「
茶
農
漫
録
　
巻
十
」
所
収
）
。

（
m
）
　
「
第
二
十
番
　
安
井
谷
茶
苑
十
九
年
度
報
告
略
記
」
（
「
茶
農
漫
録
　
巻
二
十
八
」
所
収
）
。

（
2
1
1
）
　
「
明
治
九
年
二
月
　
狭
山
会
社
及
び
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
佐
藤
百
太
郎
商
店
製
茶
直
売
条
約
書
」

　
　
（
『
狭
山
市
史
　
近
代
資
料
編
』
、
一
九
八
八
年
、
狭
山
市
、
一
四
三
～
一
四
五
頁
）
。
原
文
書
は

　
　
埼
玉
県
立
文
書
館
所
蔵
・
埼
玉
県
行
政
文
書
で
あ
り
、
同
じ
史
料
は
「
入
間
市
史
　
近
代
史
料

　
　
編

1
』
（
一
九
八
八
年
、
入
間
市
、
一
〇
二
～
一
〇
四
頁
）
に
も
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

（……

）　
前
掲
阪
田
安
雄
『
日
米
貿
易
事
始
』
、
＝
八
～
一
二
〇
頁
、
三
六
九
頁
。
な
お
、
旧
佐
倉
藩
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の

士
族
が

結
成

し
た
製
茶
会
社
同
協
社
に
対
し
て
も
、
八
〇
〇
円
の
負
債
が
生
じ
て
い
た
。

（
4
1
1
）
　
『
静
岡
県
茶
業
史
』
（
一
九
二
六
年
、
静
岡
県
茶
業
組
合
連
合
会
議
所
）
に
は
、
茶
業
功
労
者

　
　

と
し
て
中
条
景
昭
・
大
草
高
重
・
石
井
謙
次
郎
・
内
田
忠
正
・
落
合
正
中
ら
旧
幕
臣
の
事
蹟
が

　
　

紹
介
さ
れ
、
積
信
社
を
設
立
し
直
輸
出
に
先
駆
的
に
取
り
組
ん
だ
江
原
素
六
、
内
務
省
・
農
商

　
　

務
省
官
吏
と
し
て
紅
茶
普
及
に
貢
献
し
た
多
田
元
吉
ら
の
功
績
も
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、
赤
松
・

　
　

林
の
名
は
ど
こ
に
も
登
場
し
な
い
。
な
お
、
『
図
説
磐
田
市
史
』
（
一
九
九
五
年
、
磐
田
市
）
に

　
　

は
「
赤
松
則
良
と
磐
田
原
開
墾
」
と
い
う
項
目
が
設
け
ら
れ
赤
松
や
林
に
よ
る
開
拓
事
業
が
紹

　
　

介
さ
れ
て
い
る
が
（
七
三
～
七
四
頁
）
、
『
磐
田
市
史
　
通
史
編
下
巻
近
現
代
』
（
一
九
九
四
年
、

　
　

磐

田
市
、
九
四
～
九
五
頁
）
と
『
史
料
編
3
近
現
代
』
（
一
九
九
四
年
、
三
五
四
頁
、
五
五
四
～

　
　

五
五
六
頁
）
の
叙
述
や
収
録
史
料
は
わ
ず
か
で
、
そ
の
扱
い
は
小
さ
い
。

（
5
1
1
）
　
な
お
、
赤
松
は
オ
ラ
ン
ダ
で
海
軍
の
造
船
技
術
を
学
ん
だ
ほ
か
、
「
工
学
博
士
フ
ハ
ン
デ
ル
マ
ー

　
　

テ

に

就
い

て

土
木
・
水
利
・
建
築
等
の
学
科
を
兼
修
し
た
」
（
前
掲
『
赤
松
則
良
半
生
談
』
、
一

　
　
九
七
頁
）
と
い
う
が
、
静
岡
藩
で
は
沼
津
兵
学
校
教
授
以
外
に
水
利
路
程
掛
に
就
任
、
吉
原
湊

　
　
の

波
除
、
内
房
山
の
石
炭
採
掘
、
万
野
原
用
水
の
場
所
を
見
分
す
る
な
ど
（
前
掲
「
赤
松
則
良

　
　

日
記
」
）
、
そ
の
知
識
を
活
か
そ
う
と
し
た
形
跡
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
政
府
出
仕
後
も
軍
事
よ
り

　
　
も
民
政
の
仕
事
を
志
望
し
た
点
に
つ
な
が
っ
て
い
る
よ
う
だ
。

（
6
1
1
）
　
結
城
礼
一
郎
『
江
原
素
六
先
生
伝
』
（
一
九
二
三
年
、
逸
話
＝
頁
「
赤
松
大
三
郎
の
牧
牛
秘

　
　
書
」
）
、
同
『
旧
幕
新
撰
組
の
結
城
無
二
三
』
（
一
九
七
六
年
、
中
央
公
論
社
・
中
公
新
書
、
八
九

　
　
頁
）
。

（
7
1
1
）
　
「
三
十
番
　
茶
虫
二
種
の
図
説
　
三
橋
浪
平
持
来
る
」
（
「
茶
農
漫
録
　
巻
四
」
所
収
）
、
「
舟

　
　
五
番
　
大
蓑
衣
虫
羽
化
の
図
井
説
」
（
同
前
「
巻
五
」
所
収
）
。

（
8
1
1
）
　
「
壱
番
　
鉄
焙
炉
井
茶
虫
之
事
二
付
増
田
三
平
よ
り
来
状
之
写
」
（
「
茶
農
漫
録
　
巻
五
」
所

　
　
収
）
。

（
9
1
1
）
　
林
洞
海
「
存
誠
斎
雑
録
⑳
一
」
（
『
同
方
会
報
告
』
第
七
号
、
一
八
九
八
年
、
三
十
九
頁
、
復

　
　
刻
版
合
本
第
一
巻
）
。

（
0
2
1
）
　
田
中
義
信
『
田
中
芳
男
十
話
・
田
中
芳
男
経
歴
談
』
（
二
〇
〇
〇
年
、
田
中
芳
男
を
知
る
会
）
、

　
　
四

二
頁
。
な
お
、
「
茶
農
漫
録
」
に
は
、
田
中
芳
男
か
ら
の
直
接
・
間
接
の
情
報
が
多
数
収
録
さ

　
　
れ

て

お
り
、
二
人
の
交
遊
の
深
さ
、
ひ
い
て
は
林
の
博
物
学
的
関
心
の
高
さ
を
示
し
て
い
る
。

（
1
2
1
）
　
前
掲
「
あ
と
が
き
」
（
『
赤
松
則
良
半
生
談
』
）
、
二
三
五
頁
。
な
お
、
赤
松
が
見
付
に
建
設
し

　
　
た
洋
風
の
住
居
に
つ
い
て
は
、
財
団
法
人
文
化
財
建
造
物
保
存
技
術
協
会
編
「
赤
松
家
　
門
・

　
　
塀
・
土
蔵
　
保
存
修
理
工
事
報
告
書
』
（
一
九
九
七
年
、
磐
田
市
）
。

（
2
2
1
）
　
『
磐
田
市
立
図
書
館
　
赤
松
文
庫
目
録
』
（
一
九
七
一
年
、
同
館
）
に
よ
る
と
、
残
さ
れ
た
赤

　
　
松
家
の
旧
蔵
書
約
三
三
〇
〇
冊
中
に
は
産
業
関
係
書
が
少
な
く
な
く
、
『
製
茶
新
説
』
（
一
八
七

　
　
三
年
）
、
『
茶
務
命
載
』
（
一
八
七
七
年
）
、
『
紅
茶
説
』
（
一
八
七
八
年
）
、
『
勧
農
叢
書
　
栽
茶
説
』

　
　
（
一
八
八
三
～
八
四
年
）
と
い
っ
た
茶
の
関
連
書
も
あ
る
。

（
3
2
1
）
　
「
借
五
番
　
石
田
彰
に
与
へ
て
楮
木
栽
培
之
法
を
尋
る
之
書
」
（
「
茶
農
漫
録
　
巻
二
」
所
収
）
。

（
4
2
1
）
　
「
四
十
九
番
　
見
附
の
製
茶
改
正
記
」
（
同
前
「
巻
三
」
所
収
）
。

（
5
2
1
）
　
赤
松
の
突
如
の
予
備
役
編
入
の
背
後
に
は
、
薩
摩
閥
（
海
相
仁
礼
景
範
）
に
よ
る
報
復
人
事

　
　
と
の
説
も
あ
る
（
伊
東
圭
一
郎
『
東
海
三
州
の
人
物
』
、
一
九
一
四
年
、
静
岡
民
友
新
聞
社
、
一

　
　
四
～
一
八
頁
）
。

（6
2
1
）
　
前
掲
「
四
十
九
番
見
附
の
製
茶
改
正
記
」
。

（
7
2
1
）
　
渡
部
が
社
長
を
つ
と
め
た
、
明
治
二
十
年
（
一
八
八
七
）
創
立
の
東
京
製
綱
会
社
は
、
山
田

　
　
昌
邦
（
支
配
人
、
も
と
沼
津
兵
学
校
教
授
方
手
伝
）
が
発
起
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
渋
沢
栄
一
・

　
　
益
田
孝
と
い
っ
た
旧
幕
臣
出
身
の
先
輩
実
業
家
の
支
援
を
得
つ
つ
、
渡
部
と
赤
松
則
良
の
二
人

　
　
が
強
力
な
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
し
た
も
の
だ
っ
た
（
『
東
京
製
綱
株
式
会
社
七
十
年
史
』
、
一
九
五
゜

　
　
七
年
、
『
東
京
製
綱
百
年
史
』
、
一
九
八
九
年
）
。
な
お
、
現
役
の
海
軍
高
官
で
あ
る
赤
松
の
場
合
、

　
　
ロ
ー
プ
製
造
を
行
う
民
間
企
業
の
育
成
を
裏
面
か
ら
支
援
し
た
も
の
で
あ
り
、
薩
長
土
肥
に
独

　

占
さ
れ
た
官
界
に
背
を
向
け
、
そ
の
他
の
多
様
な
活
動
分
野
の
ひ
と
つ
と
し
て
実
業
の
世
界
に

　

乗
り
出
し
て
い
っ
た
と
す
る
評
価
（
片
桐
芳
男
「
幕
末
明
治
の
洋
学
者
・
渡
部
温
（
一
郎
）
覚

　
　
え
書
（
3
）
」
『
愛
知
教
育
大
学
研
究
報
告
　
第
3
4
輯
（
教
育
科
学
）
』
、
一
九
八
五
年
、
四
一
頁
）

　
　
は
あ
て
は
ま
ら
な
い
。
た
だ
し
、
後
年
赤
松
の
息
子
範
一
が
同
社
の
重
役
・
社
長
を
つ
と
め
た

　

と
い
う
事
実
は
、
渡
部
の
よ
う
に
実
業
家
へ
の
転
身
が
で
き
な
か
っ
た
父
親
の
身
代
わ
り
に
な
っ

　

た

か
の

よ
う
に
思
え
る
。

（国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
歴
史
研
究
部
）

（
二
〇
〇
三
年
一
月
一
六
日
受
理
、
二
〇
〇
三
年
五
月
九
日
審
査
終
了
）
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Tea　Cultivation　by　Former　Bakufu　lntellectuals　of　Western　L6aming

HIGUCHI，　Takehiko

Sliding　towards　poverty　from　the　loss　of　stipends　and　livelihood　following　the　Meiji　Reso－

ration，　s乃’zoム（former　samurai）became　involved　in　land　settlement　and　reclamation

prolects　around　the　countury．　Shizuoka　Domain，　which　had　been　reduced　to　a　mere　70，000

鳶o勧，absorbed　vast　numbers　of　formerゐα’α〃20ωand　go舵η輌〃relocated　to　the　area　without

remuneration．　From　the　domain‘s　inception　in　1868（Meiji　1），　the　indigenization　of　retainer

bands　moved　quickly　as吻zo顧were　encouraged　to　cultivate　unopened　lands．　Following

the　domain’s　replacement　by　Shizuoka　Prefecture，　the　prefecture　continued　to　lend　support

to　programs　that　encouragedぷ加zoψbμぷ」ηθ∬θぷ．

At　the　same　time　that　the　domain，　then　prefecture，　were　lending　support　toぷ沈o㎞，　a

small　group　of　former　Bakufu　retainers　began　to　cultivate　tea　independently　without

economic　support　from　either　government．　Its　members　included　Akamatsu　Noriyoshi，

Hayashi　Dokai，　Watanabe　On，　Fulisawa　Tsuguyoshi，　and　Yatabori　Ko．　Yatabori　and

Akamatsu　were　both　elite　officers，　products　of　the　Nagasaki　naval　training　center　who

had　held　executive　positions　in　the　Bakufu　navy．　Hayashi　was　a　Dutch－medicine　doctor

with　ties　to　the　Juntendo　in　Sakura，　while　Watanabe　was　an　England　Studies　scholar

who　taught　at　the　Kaiseisho．　Fujisawa　was　born　to　the　Katsuragawa　family　of　Dutch

Studies　scholars　and　had　held　an　executive　post　in　the　Bakufu　army．　Each　held　positions

in　Shizuoka　at　either　the　domain’s　military　academy　or　its　hospital　in　Numazu．　With

official　posts　in　the　domain　government，　they　differed　from　the　unremunerated　relocates

and　had　incomes　sufficient　to’‘feed　themselves．”Sti11，　beginning　in　1869（Meili　2）they

began　to　cultivate　tea　as　a　business　in　the　Totomi　region　using　only　their　own　funds．

With　their　knowledge　and　experience　of　the　West，　they　studied　soil　and　vermin，　implemen－

ted　the　latest　techniques　of　tea　cultivation，　and　attempted　direct　export　to　America．　With

the　science　and　information　they　brought　to　their　business，　they　contributed　significantly

to　the　improvement　of　local　industry、　Yet，　while　their　actions　did　aid　the　finances　of　a

troubled　domain　and　contributed　to　the　benefit　of　the．nation，　they　were　not　exclusively

motivated　by”public”consciousness．　Indeed，　their　activities　were　in　large　part　private

economic　activities　aimed　at　individual　gain　and　wealth．

Following　the　domain’s　dissolution　they　relocated　to　the　capital　where　their　outstanding

talents　were　put　to　use　in　the　service　of　the　Meiji　government．　They　continued　to　operate

their　tea　plantation　ill　Totomi，　however．　Following　his　retirement　to　the　area，　vice－admiral

and　baron　Akamatsu　pursued　his　early　Meiji　hope　of　enjoying　life　in　the　country．　Whether

in　office　or　the　countryside，　the　actions　taken　by　Akamatsu　and　the　others　in　the　cultivat－

ion　of　tea　cast　an　image　of　modern　individuals　at　the　forefront　of”self－reliance”．
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